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高
島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
夢
と
希
望
を
も
ち
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
、
た
く
ま
し
く
成
長

す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
家
族
や
そ
の
周
り
の

様
々
な
人
々
と
と
も
に
、
遊
び
・
学
び
・

育
ち
ま
す
。
大
人
も
ま
た
、
子
ど
も
と

と
も
に
過
ご
す
時
間
を
楽
し
み
、
そ
の

育
つ
姿
か
ら
、
明
日
へ
の
希
望
を
も
ら

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
に
お
い
て
も
少
子
化

や
核
家
族
化
が
急
速
に
進
み
、
近
所
づ

き
あ
い
の
希
薄
化
に
よ
り
、
育
児
の
た

め
の
知
識
が
親
か
ら
子
へ
、
ま
た
、
地

域
住
民
同
士
の
間
で
伝
え
ら
れ
に
く
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
若

い
子
育
て
家
庭
は
、
相
談
相
手
も
い
な

い
ま
ま
子
育
て
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に
悩

む
親
が
増
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
育
児

不
安
が
要
因
と
な
っ
て
児
童
虐
待
へ

と
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
へ
の
負
担
や
不
安

感
を
取
り
除
き
、
結
婚
や
出
産
を
望
む

人
の
願
い
が
叶
い
、
と
も
に
支
え
合
い

な
が
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
子

育
て
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
し
っ
か
り
と
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

　しっかり支える
　　　高島の子育て

安心して生み育てられるまちへ
　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
を
中
心
と
し
た
各
種

施
策
・
事
業
に
、
集
中
的
・
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

施
策
・
事
業
を
担
当
す
る
部
局
は
、
健

康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
等
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、施
策
・

事
業
が
各
部
局
間
で
重
複
し
て
い
た
こ

と
や
、
そ
れ
ら
の
連
携
が
必
ず
し
も
十

分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
４
月

に
健
康
福
祉
部
に
「
子
ど
も
局
」
を
設

置
し
、
総
合
的
・
一
元
的
に
と
ぎ
れ
の

な
い
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
支
援
す

る
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
乳
幼
児

期
を
経
て
、
中
学
生
に
至
る
ま
で
の
一

貫
し
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 子

育
て
支
援
を

　
　

充
実
し
ま
す

　

今
回
は
、
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
方

や
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
さ
れ
る
方
に
、

保
育
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な

ど
の
各
種
施
策
と
各
種
相
談
の
窓
口
な

ど
、
高
島
市
で
実
施
し
て
い
る
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

特　集

ひとりで悩まず
気軽に相談

　

家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
、
ひ
と
り
で
悩
み
、
立
ち
往
生
し
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
成
長
は
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。

可
愛
い
わ
が
子
だ
か
ら
こ
そ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
気
に
な
り
不

安
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。母
親
が
子
育
て
に
不
安
を
持
っ
た
状
態
で
は
、

子
ど
も
の
健
全
な
発
達
に
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
育
児
や
子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
保
護
者
の
不
安
を
軽
減

で
き
る
よ
う
、
育
児
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
相
談
体
制
を
充
実
し
て

い
ま
す
。

「子育て応援ブック」を作成
　市の子育て支援事業について総合
的な情報ガイドブックを作成し、各
保健センターや地域子育て支援セン
ターで配布しているほか、乳幼児訪
問時や転入時にお渡ししています。
　今後も各制度について分かりやす
くまとめ、情報の提供に努めます。

地域子育て支援センター

　未就園児と保護者にとっての出
会いや、ふれあいの場として、ま
た気軽に子育ての相談ができる場
として開設しています。
▼設置場所
　マキノ児童館・今津東保育園・
　朽木保育園・古賀保育園・
　高島保育園・大師山さくら園

こんにちは赤ちゃん事業
　「子育て支援センター職員（保
育士）」と「子育てサポーター」
が生後概ね４か月までの赤ちゃん
がおられるご家庭を訪問し、お母
さん等に子育ての楽しさを実感し
てもらえるよう、情報を提供した
り、悩みをお聞きするなど、子育
てに対する不安を少しでも減らす
お手伝いをしています。

新生児訪問・乳幼児訪問

　保健師が各家庭に訪問し、産婦、
新生児、乳幼児の発達、育児等に
ついての相談を行っています。

　０歳から小学校就学前まで
の乳幼児にかかる医療費の自
己負担額を助成します。

子育てへの
経済的な支援

乳幼児福祉医療費助成

私立幼稚園就園奨励費助成

　

出
産
や
育
児
へ
の
費
用

を
は
じ
め
と
し
、
子
育
て

に
は
多
く
の
費
用
が
必
要

で
す
。
子
育
て
家
庭
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
助
成
制
度
、
各
種

手
当
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

つどいの広場
　子育て中の親子が集い、語り合
い、交流する場です。子育てに関
する地域の情報の提供や、不安や
疑問を持つ保護者の方の相談に応
じています。
▼設置場所
　なないろ保育園・愛隣保育園・
　しろふじ保育園

子ども手当の支給
　中学校修了までの子ども
を育てている保護者等に支
給します。

　私立幼稚園に就園する園児の保護者
の経済的負担を軽減するため、私立幼
稚園の保育料の一部を助成します。
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保育サービス
の充実

ひとり親家庭への支援

　通常の開園時間以外の保育ニー
ズに対応するため、市内の全保育
園、幼稚園で保育時間の延長を
行っています。

延長保育

　ひとり親家庭（母子家庭・父子
家庭）の家計を支援するため児童
扶養手当を支給します。

児童扶養手当の支給

　

子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
、

多
様
な
働
き
方
に
対
応

し
た
き
め
細
か
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

休日保育
　保護者の仕事などで日曜日や祝
日に家庭で保育ができない場合
に、保育を行っています。
▼実施場所　なないろ保育園
　　　　　　（市内全地域対象）

一時預かり

　保護者の方が病気など一時的に
家庭で保育ができない場合に利用
できます。市内の全保育園で行っ
ています。

病児保育
　入院の必要はないけれど、病気
のため保育園や幼稚園、小学校（３
年生まで）に行くことができず、
保護者が仕事の都合により家庭で
保育することができない場合に、
公立高島総合病院内にある病児保
育室で一時的に保育を行います。
専任の看護師と保育士が保育にあ
たっています。

学童保育
　共働き家庭などで、放課後や夏
休みなどに家庭で保育ができない
小学生に、集団活動や生活の場を
提供しています。市内の各地域に
学童保育所（民営）があります。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の「
生
活
の
維
持
」

や
「
仕
事
と
家
事
・

育
児
の
両
立
」
な
ど

を
支
援
し
ま
す
。

母子家庭
高等技能訓練促進給付金

　母子家庭のお母さんが、看護師
や介護福祉士、保育士などの専門
的な資格を取るために養成機関で
修業する場合、費用の一定期間分
を支給します。

母子家庭
自立支援教育訓練給付金
　母子家庭のお母さんが、仕事を
する上で、資格取得や能力開発を
するために、就労相談を通じて、
指定した講座を受講した後に自立
支援教育訓練給付金を支給します。

福祉医療費助成

　18歳未満の児童を育てている
母子・父子家庭の医療費を助成し
ます。

要保護・準要保護児童生徒
就学援助

　経済的理由等によって小中学校
への就学が困難な児童に対して、
給食費や学用品費など必要な経費
の一部を支給します。

母と子どもの健康支援

障がいのある
子どもと家庭
への支援

障がい福祉サービス

地域生活支援給付

ことばの教室

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
の
健
康
診
査
、
訪
問
指
導
、
相

談
・
保
健
指
導
等
の
母
子
保
健
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

母
親
の
育
児
不
安
の
解
消
や
子
ど

も
の
こ
こ
ろ
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
、
妊
娠
期
か
ら
の
継
続
し
た

母
親
へ
の
育
児
支
援
を
関
係
機
関

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。　乳幼児を対象に健康、育児に関する相談を市

内各保健センターで行っています。

育児相談

　ことばが遅い、友だちと遊ばな
い、落ち着きがないなど精神発達
上の心配を持っている子どもと、
その保護者を対象に、各保健セン
ターにおいて、相談や指導等の育
児支援を行っています。

乳幼児発達相談

乳幼児健康診査・予防接種
　乳幼児の成長発達の大切な節目にあたる
時期に、健診（相談）と予防接種法で定め
られている予防接種を今津保健センター、
安曇川保健センターで行っています。

妊婦相談・妊婦健康診査費用助成
　保健師・栄養士による妊婦相談を行います。
また妊婦健康診査費用を助成します。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
誰
も
が
安
心
し

て
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
へ

の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

特別児童扶養手当の支給
　身体または精神に重度または中
度の障がいがある20歳未満の子
どもを監護している保護者等に支
給しています。

障害児福祉手当の支給
　身体または精神に重度の障がい
があるため、日常生活において常
に介護を必要とする在宅で生活し
ている20歳未満の方に支給しま
す。

特別支援教育就学奨励費
　特別支援学級に就学している児
童・生徒の保護者の経済的負担を
軽減するため、学用品費などの費
用の一部を助成します。

（日常生活用具給付）
　障がいのある子どもの日常生活
がより円滑に行われるための用具
を支給します。

（補装具給付）
　身体上の障がいを補うため必要
な補装具の購入または修理に要す
る費用を支給します。

　発達に何らかの遅れが疑われる
子どもの個々の状態に合わせた早
期の療育支援を行います。

　ことばの発達に不安を抱えてい
る幼児のための相談・指導教室を
開設しています。
▼実施場所
　　安曇小学校・新旭南小学校

カンガルー教室

　h子ども局　子育て支援課　f（25）8136
　各子育て支援サービスについて詳しくは子ども局までお問い合わせください。
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近
所
で
気
に
な
る
子
ど
も
を
見
か
け

た
と
き
、
少
し
で
も
疑
問
を
感
じ
た
時

に
は
、
ど
う
か
た
め
ら
わ
な
い
で
子

ど
も
家
庭
相
談
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
方
の

ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て

個
人
情
報
を
守
る
こ
と
に
十
分
配
慮
し

て
対
処
し
ま
す
。

　

本
来
、
子
ど
も
を
守
る
べ
き
立
場
の
親
や
養
育
者
が
、
子
ど
も
に
暴
力
を
ふ

る
う
な
ど
虐
待
に
関
す
る
事
件
が
跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

高
島
市
で
も
、
５
年
前
の
７
月
５
日
、
当
時
２
歳
７
か
月
の
女
児
が
保
護
者

の
虐
待
に
よ
り
死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
は
何
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

虐
待
は
子
ど
も
の
心
と
体
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
深
い
傷
を
残
し
、
時
に
は

命
を
奪
う
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
虐
待
を
受
け
て
育
っ
た
子
ど
も
は
、
や
が
て

親
に
な
っ
た
時
、
自
分
の
子
ど
も
に
虐
待
を
加
え
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

辛
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
為
に
も
、
子
ど
も
の
虐
待
は
防
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
「
も
し
か
し
て
？
」
と
思
っ
た
と
き
は
関
係
機
関
に
通
報
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
え
ま
す
。
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

守
れ
な
か
っ
た  　
　

を
見
つ
め
て

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
な
ど

か
ら
子
ど
も
に
対
し
て
、
継

続
的
、
反
復
的
に
加
え
ら
れ

た
不
適
切
な
行
為
を
い
い
ま

す
。
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
で
は
、
虐
待
を

次
の
４
つ
の
行
為
と
定
義
し

て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や
違
和
感
が
入

り
口
で
す
。
日
々
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の

声
か
け
や
目
配
り
、
気
配
り
で
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
救
え
ま
す
。

【
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン
】

　

□
不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
・
打
撲

　

□
極
端
に
や
せ
て
い
る
等
、
栄
養
失

　
　

調
状
態

　

□
衣
服
や
か
ら
だ
（
髪
や
手
足
等
）

　
　

が
不
潔

　

□
無
表
情
、
大
人
を
見
る
と
お
び
え

　
　

る

　

□
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
、
情
緒
不

　
　

安
定

【
保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン
】

　

□
衣
類
、
寝
具
が
不
衛
生
状
態

　

□
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
、
よ

　
　

く
外
出
す
る

　

□
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
子
ど
も

　
　

に
当
た
る

　

□
地
域
と
の
交
流
が
な
く
、
孤
立
し

　
　

て
い
る

　

□
子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の
配
慮

　
　

が
さ
れ
て
な
い

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
止
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
リ
ボ
ン
の
こ
と
で
、
全
国
的
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
に
は
児
童
虐
待
の
現
状
を
広
く

知
ら
せ
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
、

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
が
幸
福
に
な
れ

る
よ
う
に
、
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　f（２５）８５１７

h
子
ど
も
家
庭
相
談
課

　

f（
２
５
）８
５
１
７

●日　時　７月２日（土）
　　　　　10時～11時30分
●場　所　新旭公民館
　　　　　　１階ホール
●内　容
「子どもの思いに寄り添うために」

【講師】　廣田　敬史  氏
（自立援助ホーム　
　ＢiＴＳ-Ｕｎiｔ施設長）

※参加無料、託児あり

　h子ども家庭相談課

知
ら
せ
る
こ
と
で
子
ど
も
を
救
え
ま
す

見
逃
さ
な
い
で
「
た
す
け
て
サ
イ
ン
」

身
に
つ
け
よ
う

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」

関心を持とう
一緒に考えよう

マキノ　f（２７）１１２８
今　津　f（２２）５１０１
朽　木　f（３８）３１１１
安曇川　f（３２）４４１３
高　島　f（３６）８００８
新　旭　f（２５）８１１０

マキノ　f（２７）８１８７
今　津　f（２２）４８３３
朽　木　f（３８）２０７０
安曇川　f（３３）１５４０
高　島　f（３６）０６６０
新　旭　f（２５）３３９９ 　　f（３２）４４０６

（市少年センター内）
　f（３２）３８２４　

f077（562）8996

苦しいときは、
がまんしないで相談ください
子ども家庭相談課

子育て支援センター　

虐待ホットライン

各保健センター

教育相談・課題対応室

あすくる高島

子どもの養育や生活上の問題、
夫婦間の暴力 (DV) などの家庭に
関する相談に応じています。

子育て全般に関する相談に応じ
ています。

中央子ども家庭相談センター内
にあります。（24時間対応）

いじめや不登校、友達関係のこ
となど教育全般に関する相談に
応じています。

原則、中学生以上20歳未満の青
少年を対象とした生活改善や就学・
就労に関する相談に応じています。

子どもに関する相談機関

子ども虐待防止講演会

性交・性的行為の強要・性
器や性交を見せる・ポルノ
の被写体にする等。

性的虐待

無視・脅かし・他の兄弟、
姉妹と著しく差別する子ど
もの心を傷つける言動・Ｄ
Ｖ（配偶者からの暴力）を
見せる等。

心理的虐待

命

高
島
市
子
ど
も
虐
待

防
止
推
進
週
間

７
月
１
日
〜
７
日

知
っ
て
く
だ
さ
い
「
児
童
虐
待
」

身体的虐待
殴る・蹴る・投げ落とす・
首を絞める・熱湯をかける・
布団蒸しにする・溺れさせ
る・逆さ吊りにする・異物
を飲ませる等。

食事を与えない・衣服や居
住を極端に不潔、不衛生な
状態にする・乳幼児を家や
車の中に放置する・子ども
が望むのに登校させない
（登校禁止）等。

ネグレクト

（過去３年）
年　度 H20 H21 H22

児童相談実数 404 427 375
児童虐待相談 200 241 194

児童相談延数 6,871 6,452 4,563
児童虐待相談 5,141 5,267 3,580

高島市における児童相談の状況

＊実数と延数の見方
【例】一人に対して電話相談５回、訪問による相談３回、

来庁されての相談１回の関わりがあった場合、実
数が１、延数が９となります。

■虐待種別の内訳

身体的虐待

保護の怠慢・拒否

心理的虐待

性的虐待
２件 １％

（平成22年度） ■被虐待児童の年齢別内訳

０～３歳未満

３歳～学齢前児童小学生

中学生

高校生その他
（平成22年度）

64件 34％
46件 23％

82件 42％

７件 ４％

27件 14％

64件 33％ 56件 29％

40件 20％

子育て全般に関する相談と、夫
婦間の暴力（DV）などの家庭に
関する相談に応じています。



紙ごみ減量標語応募作品 「すてないで　かみのいのちを　つなごうよ」　菅原　利空（新　旭） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミは　いろいろ変身　スーパーマン」　橋本　凌河（マキノ）

「節電」に
ご協力ください 　市では、市民との協働によるまちづくりを目指して、皆さんに市政へ

の関心や理解を深めていただくため、各種の出前講座を行っています。
　区・自治会や各種サークル、グループの学習会にご利用ください。
　お申し込みは、、講座の担当課あてにご連絡ください。

ご活用ください！ 

講 座 名 内 容 問合先（担当課） Tel（直通）

防
災
・
救
助

防災講話（１） 　地震発生の仕組み、被害予測、被害予防対策、救助、避難、避
難所生活等についてお話しします。

総 合 防 災 課 （25）8133

防災講話（２） 　河川氾濫、土砂崩れ等の被害予測、警戒情報（避難勧告等）、避
難の実施等についてお話しします。

災害図上訓練（ＤＩＧ） 　参加者が地図を使って議論しながら、災害発生後の地域の被害
状況や対応を考える訓練です。

避難所運営ゲーム
(ＨＵＧ）

　避難所の開設・運営責任者になって、避難所で起きる様々な事
態への対応を短時間で決定することを学ぶゲームです。

災害対応ゲーム
（クロスロード）

　災害時に起きる二者択一の選択を迫られる状況に備えて、迅速
に意思決定し、その結果について議論することによって災害対応
力を高めるゲームです。

要援護者支援制度
　高齢者や障がいのある方など一人で行動、避難できない方を隣
近所といった地域の共助で支援しようとする制度をわかりやすく
ご説明します。

初期消火指導 　火災発生時の初期消火に使用する消火栓、消火器等の取扱い要
領を体験指導します。 北 部 消 防 署

南 部 消 防 署
（22）1234
（32）1212応急手当指導 　突然の怪我や病気に対する適切な応急手当の方法を指導します。

日本赤十字社滋賀県支部
出前講習

　地域での安全や健康に関する講習です。
（人命救助・自主防災・介護予防等）

社 会 福 祉 課
日赤滋賀県支部

（25）8120
077(522)6758

生
活

消費生活出前講座 　消費生活上のトラブルや被害に遭わないための心構えなどを講話
やビデオで学んでいただきます。 生 活 相 談 課 （25）8125

ごみ減量大作戦に伴う
紙ごみ減量学習会

　市民協働提案事業受託団体（市シルバー人材センター、エコラ
イフ推進協議会）による「ごみ分別学習会」です。 ごみ減量推進室 （25）8123

健
康
・
介
護
・
福
祉

健康づくりのための
出前講座

　毎日を健康に暮らす方法について学んでいただきます。
（メタボ撃退術、ウォーキング、がん予防、食生活について）

健 康 推 進 課
南部健康福祉センター
北部健康福祉センター

（25）8078
（32）4413
（22）5101

ふくし出前講座
（社会福祉協議会）

　福祉推進員会活動の支援、在宅介護サービスの利用促進、地域福
祉教育の支援等についてお話しします。

社 会 福 祉 課
社会福祉協議会

（25）8120
（36）8220

介護予防出前講座 　介護予防の観点から、高齢者向けの運動、お口の働きや手入れ
方法、低栄養の予防などについて学んでいただきます。

南部健康福祉センター
北部健康福祉センター

（32）4413
（22）5101

高齢者虐待の防止
について

　高齢者虐待とはどういうものか、地域の課題としての取り組み、
虐待を予防するためにどうすれば良いか等を学んでいただきます。

南部地域　　
包括支援センター

北部地域　　
包括支援センター

（32）2520

（22）0193

成年後見制度について 　成年後見制度のしくみや方法、利用等についてお話しします。

認知症サポーター
養成講座

　認知症とはどんな病気か、認知症の方の思い、介護する家族の
思い、認知症の症状への対応等、私たちができることを考える学
習会です。

家族介護講座 　寝たきりの予防や介護方法、介護者の健康管理等を学んでいた
だきます。

介護保険サービス
の利用

　介護保険制度のしくみやサービスの利用の仕方等についてご説
明します。

訪問看護出前講座
　自宅で安心して療養、介護を受けていただくため、制度の説明
をします。内容は、介護保険・医療保険の説明、訪問看護の利用
方法、介護相談等です。

訪問看護　　
ステーション （36）8111

看護師長の健康出前講座 　看護師長が、わかりやすく楽しく健康情報をお届けします。
（詳しくはP24のびょういんだよりをご覧ください。）

公立高島総合病院
地域連携室 （36）0220

人
権
・
男
女
共
同
参
画

人権学習会への講師派遣 　地域で行われる人権意識を高める学習会等に講師を派遣します。 社 会 教 育 課 （32）4457

これなら学べる！
男女共同参画出前講座

　家庭、子育て、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）、Ｄ
Ｖ、セクシャルハラスメントなど、男女共同参画に関わるさまざ
まな課題の解決をテーマにご説明します。 市民活動支援課 （25）8526

生き生きと働こう！
働く女性を応援する出前講座

　働く女性・男性を守る法律・制度、女性のホルモンバランスと
心身への影響、起業を目指す女性の現状、女性労働の歴史などを
テーマにご説明します。

 出前講座

　平成23年７月24日には、現在のアナログ放送は全て終了します。
７月24日以降の地上デジタル放送を見るためには、地上デジタル放送対
応のテレビやチューナーなどが必要となります。

地デジ準備はもうお済みですか！？

◎地上デジタル放送受信に関するお問い合わせやご質問は

「地デジコールセンター」まで　　  f０７７（５０３）０１０１

　本格的な真夏を控え電力不足が懸念され
ます。需給がひっ迫する真夏を乗り切るた
め、みんなで節電に取り組み、省エネ型ラ
イフスタイルへの転換を進めませんか。
　市民の皆さんのご協力をお願いします。

家庭１世帯あたりの消費電力量は、年間約４，７００kwh

家庭でできる節電対策

電力需要のピークは午後2時！
家庭では夕方以降！

設定温度を１℃変える
削減効果　83kwh

運転時間を１時間短くする
削減効果　60kwh

使用時間を１時間短くする

削減効果　15kwh

（液晶テレビ：20インチの場合）

白熱灯を蛍光ランプに換える

削減効果　84kwh

（54w→12w　年2000時間）

設定温度を「強」→「中」へ
削減効果　62kwh

冷蔵庫内のものを半分にする
削減効果　44kwh

プラグから抜くなど、
待機電力の１/３を削減

削減効果　62kwh

熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て
、

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
し
ま
し
ょ
う
。
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▼媒介契約業者一覧表 （媒介期間　6月1日～7月31日）

※次回の販売期間は、9月1日から11月30日までの予定です。

※市有地販売場所一覧表、媒介契約業者一覧表および物件の位置図は、市のホームページからダウンロードできます。

　

新
旭
駅
前
の
土
地
６
区
画
に
つ
い
て
、
宅
地
建
物
取

引
業
者
へ
の
媒
介
業
務
委
託
制
度
を
導
入
し
、
市
有
地

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
媒
介
契
約
業
者

一
覧
表
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
直
接
取
引
業
者
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
財
政
課　

f（
２
５
）８
１
１
１

　

市
と
社
団
法
人
滋
賀
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
お
よ
び
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

滋
賀
県
本
部
の
２
法
人
と
の
間
で
、
市
有
地

売
却
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
媒
介
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
協
定
に
基
づ

き
市
と
媒
介
契
約
を
締
結
し
た
宅
地
建
物
取

引
業
者
に
委
託
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

市
有
地
を
販
売
し
て
い
ま
す

物件
番号 所在・地番 宅地面積（㎡） 売買代金（円）

④ 北畑三丁目字上杉ノ木3番12 214．24 7，246，000

⑥ 北畑三丁目字上杉ノ木3番14 214．25 7，246，000

⑧ 新庄一丁目字高堂2番9 379．53 9，972，000

⑨ 新庄一丁目字高堂3番12 265．42 7，333，000

⑩ 新庄一丁目字高堂3番13 248．09 7，358，000

⑱ 安井川二丁目字長橋2番4 643．96 17，056，000

市有地販売場所一覧表（新旭町）

会　　社　　名 住　所 電話番号
㈱ビワックス 大津市神領三丁目20番9号 077（545）4666
㈲プロスパー栄 音羽1066番地 （36）1788
㈲湖西住研 新旭町旭一丁目7番地5 （25）8401
㈱澤村 勝野1108番地3 （36）0101
㈱ハウスクリエイト 大津市萱野浦24番11号 077（544）3388
㈱三王不動産草津 草津市木川町78番地2 077（562）5555
湖西ホームズ㈱ 安曇川町西万木1179番地1 （32）3988
㈲桧住建 安曇川町上小川145番地7 （32）2415
㈲アダムス 大津市比叡平二丁目21番25号 077（529）2281
㈱湖西住建 今津町桜町一丁目3番地8 （22）6652
㈱梅久 安曇川町中央一丁目1番地2 （32）0011
サワイ不動産 安曇川町上小川13番地3 （32）3020
岡本アルミ建材㈱ 安曇川町中央二丁目4番地7 （32）2178

販売期間  ７月31日（日）まで

紙ごみ減量標語応募作品 「まあいいか　甘い気持ちが　ごみの山」　上原　弓佳（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「再利用　ゴミにあたえた　新たな命」　伊香　篤希（高　島）

地
域
の
子
ど
も
は  

地
域
で
守
り  

育
て
ま
し
ょ
う

〜
み
ん
な　

う
ち
の
子　

地
域
の
子
〜

　

高
島
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
旧
６
町

村
の
青
少
年
育
成
会
議（
現
在
の
学
区
民
会
議
）

の
協
議
会
的
な
組
織
と
し
て
、
平
成
17
年
３
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

学
区
民
会
議
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
よ
り
身

近
な
活
動
を
行
い
、
市
民
会
議
は
、
市
全
体
に

お
け
る
青
少
年
健
全
育
成
の
体
制
強
化
や
活
動

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
会
議
で
は
、
子

ど
も
は
社
会
の
宝
と
と
ら
え
、
高
島
市
の
子
ど

も
た
ち
が
創
造
性
と
自
主
性
に
富
み
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
様
々
な
社
会
環

境
が
変
化
し
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
低
下

す
る
中
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
支
え
る
活
動

へ
の
関
心
も
薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
一

度
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
へ
の
関
心
を
高
め
、

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
関
わ

り
が
何
よ
り
必
要
で
す
。

　

市
民
総
ぐ
る
み
で
高
島
の
青
少
年
を
育
む
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
青
少
年
健
全

育
成
の
た
め
の
行
動
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

高
島
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

  　
　
　
　
　
　
　

会
長　

海
老
澤　

文
代

こ
ん
に
ち
は
、
高
島
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
す

◎青少年・家庭部会
　体験活動の実施
　育成大会の企画等

◎地域・環境部会
　有害環境浄化活動
　落書き消し活動等

◎広報・啓発活動
　広報紙「まなざし」作成
　啓発チラシなどの作成等

・高島市青少年育成大会の開催
・青少年育成指導者研修会開催
・青少年の健全育成のための啓
発活動やあいさつ運動
・中学生広場の開催や支援
・各部会での活動等

●市民会議の主な活動

【協力金箱設置場所】
　・教育委員会社会教育課青少年育成室（安曇川支所1階）
　・マキノ土に学ぶ里研修センター　　・新旭公民館
　・今津北コミュニティーセンター　　・朽木やまびこ館　
　・安曇川ふれあいセンター　　　　　・高島アイリッシュパーク　

　市民の皆さまの温かいお志を、青少年の健全育成のための事業に活用させて
いただき、その成果をご報告させていただきたいと考えています。多くの皆様
のご支援と青少年の健全育成への関わりをよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　h青少年育成室　f（32）4458

協力金箱を設置しました

体験活動の様子

７月は「青少年の非行・被害防止強調月間」です
　次代を担う子どもたちが健やかに育ってほしい。それは親のみならず、
社会全体の願いです。しかし、家庭や学校、地域社会など、子どもを取
り巻くさまざまな環境の中で、何かがきっかけになって、非行に走った
り、犯罪の被害に遭ったりする子も少なくありません。子どもを非行や
犯罪被害から守るために、大人は何をすべきかを考えてみましょう。
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保　

険　

料

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

被
保
険
者
の
方
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
し
て
認
定

さ
れ
る
と
『
限
度
額
認
定
証
』
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

入
院
し
た
と
き
に
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
所
得
区
分
に
応
じ
て

入
院
時
の
自
己
負
担
限
度
額
や
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
区
分
が
「
一
般
」
お
よ

び
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
方
は
、「
限

度
額
認
定
証
」
の
交
付
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
入
院
時
に
は
自
動
的
に
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
お
支
払
い
に
な

り
ま
す
。

自己負担限度額  （月額）
所得区分 負担

割合
外来＋入院
（世帯単位）

入院時食事代
（1食当たり）外来（個人ごと）

現役並み
所 得 者 3割 44，400円

80,100円＋医療費が
267,000円を超えた
場合は、その超えた分
の1％を加算（4回目
以降は44,400円）

260円

一　　般 1割 12，000円 44，400円

低所得者Ⅱ 1割 8，000円 24，600円

90日以内の入院
（過去12か月の入院日数） 210円

90日を超える入院
（過去12か月の入院日数） 160円

低所得者Ⅰ 1割 8，000円 15，000円 100円

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
『
限
度
額
認

定
証
』の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

８
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当
す
る
方
に

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
の
郵
送
時
に

同
封
し
ま
す
。（
申
請
手
続
不
要
）

　

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物　

保
険
証
と
印
鑑
（
認
印
）

認
定
証
を
現
在
お
持
ち
の
方

新
た
に
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

《

所

得

区

分

》

〈
低
所
得
者
Ⅰ
〉

　

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
か
つ
所
得

が
０
円
の
方

（
年
金
所
得
の
控
除
額
は
80
万
円
と
し
て
計
算
）

〈
低
所
得
者
Ⅱ
〉

同
一
世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方
）

〈
一　
　
　

般
〉

　

現
役
並
み
所
得
者
、
低
所
得
者
Ⅱ
、
低
所
得
者

Ⅰ
以
外
の
方

〈
現
役
並
み
所
得
者
〉

　

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
い
る
方

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
「
一
般
」
の
所
得
区
分
と
同
様
に
１
割
負
担

と
な
り
ま
す
。

・
同
一
世
帯
に
二
人
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
が
い
る
場
合
は
、
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
方

・
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
一
人

の
場
合
は
、
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
方

・
被
保
険
者
が
一
人
で
収
入
額
が
３
８
３
万
円
以

上
で
も
、
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
を
含
め
た
収
入
の

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の
方

　

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
平
成
22
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て

計
算
し
、
７
月
中
旬
に
全
て
の
被
保
険

者
の
方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

各
期
に
お
け
る
納
付
方
法
お
よ
び
納
付

額
は
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、「
特
別
徴

収
」
と
「
普
通
徴
収
」
の
２
種
類
で
す
。

　

保
険
料
通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」
の

欄
に
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は

年
金
か
ら
、「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
納
付

書
か
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。
納
付
書
で
の
納
付
の
方
は
７
月

か
ら
毎
月
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
納
付
方
法
に
つ
い
て
》

７
月
中
旬
に
、

今
年
度
の
保
険
料
額

を
通
知
し
ま
す

　保険料を納付書で納めていただいている
方は、口座振替による納付をご利用くださ
い。一度手続きいただくと自動で納付でき、
毎月金融機関等の窓口へ行かずにすみ、大
変便利です。用紙は市内の金融機関にあり
ますので口座のお届け印をご持参のうえ金
融機関窓口で手続きをお願いします。
　口座振替の開始は、市が口座振替依頼書
を受理した日の翌月以降となります。

保険料の納付には口座振替が便利！

被
保
険
者
証

　

８
月
１
日
の
更
新
に
伴
い
、
現
在
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
全
員
に
、
新
し
い
被

保
険
者
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

７
月
に
、
新
し
い
被
保
険
者
証
を

お
届
け
し
ま
す

・
記
載
事
項
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

・
現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証

は
、
７
月
31
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、
８
月
以

降
に
市
役
所
保
険
年
金
課
ま

た
は
各
支
所
へ
返
却
い
た
だ

く
か
、
各
自
で
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

※
自
分
で
廃
棄
さ
れ
る
場
合

は
、
裁
断
す
る
な
ど
住
所

や
氏
名
が
見
え
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

一
部
負
担
金
の
割
合

・
一
般
の
方
・
・
・
・
・
・　

１
割

・
現
役
並
み
所
得
者
・
・
・　

３
割

薄
桃
色
に
な
り
ま
す

　全国各地で、市役所や後期高齢者医療広域連合の職員と名乗
り、被保険者証をだまし取るといった事件が起こっています。
　不審な訪問者や電話があった場合は、絶対に被保険者証を渡
さずに、高島警察署か市役所保険年金課または広域連合へお問
い合わせください。

保険証をだまし取る事件に

ご注意ください！

※
本
文
中
は
、「
限
度
額
認
定
証
」
と
省
略
し
て
記
載
し
て
い
ま
す

※

　 《保険料の算出方法》
均等割額 ＋ 所得割額 
 ＝ 年保険料〔限度額50万円〕
均等割額＝38，645円
　　　　　
所得割額
　＝（平成22年中の所得－33万円）×7.18％

　　 　     （全国平均　7.88％）   
なお、平成23年4月1日以降に新規に加
入された方や転出や死亡により資格に変
更がある場合は月割りで算出します。

（全国平均　41，700円）

  連　絡　先

　高島警察署　f（22）0110　　 市役所保険年金課　f（25）8137
　滋賀県後期高齢者医療広域連合　f077（522）3013

※国民健康保険税などで既に口座振替を利用されて
いる方についても改めて手続きが必要です。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　みんなで集めて　リサイクル」　清水友里香（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　きれいな町への　道しるべ」　熊谷　友花（安曇川） 広
報2011・7・1 12広

報13 2011・7・1



紙ごみ減量標語応募作品 「すてないで !　ゴミじゃないよ　さいりよう」　藤井　桜子（朽　木）

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

　
　
　
　
「
ほ
っ
と
湖
西
」

　
　
　

　

市
と
県
で
は
、
が
ん
患
者
や
そ
の
ご

家
族
の
不
安
や
悩
み
を
共
有
し
、
支
え

合
え
る
場
づ
く
り
と
し
て
、
が
ん
患

者
・
家
族
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も
に
サ

ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
ら

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
開
催
日　

７
月
12
日
、
９
月
13
日
、

　
　
　
　
　

11
月
８
日
、
１
月
10
日
、

　
　
　
　
　

３
月
13
日

　
　
　
　
　

・
・
・
全
て
火
曜
日

▼
時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場　

所　

働
く
女
性
の
家

　

h
高
島
保
健
所

　
　

f（
２
２
）２
５
２
６

高島の夏まつり
高島の夏まつり

日時　7月23日（土）17時～21時30分
場所　健康の森梅ノ子運動公園特設会場
内容　園児創作みこし、ステージ発表、参加

型ゲーム、模擬店など
�hあどがわ夏まつり実行委員会　
 （安曇川支所内）
 f（32）1131

日時　7月30日（土）13時～15時
場所　新旭公民館周辺
内容　新旭の子どもたちが企画・運営する、

子どもたちが主役の楽しいおまつり。
　　　模擬店コーナー、体験コーナーなど
 hしんあさひ子ども七夕まつり実行委員会
 （新旭振興室内）
 f（25）8100

日時　8月1日（月）15時～21時30分
場所　高島市民会館駐車場、中浜湖岸
内容　高島音頭総おどり、創作灯ろう、湖上灯

ろう、ステージ発表、花火大会など
 h近江今津ふるさと夏まつり実行委員会
　　（琵琶湖周航の歌資料館内）
 f（22）2108

日時　8月6日（土）15時～21時20分（予定）
場所　マキノサニービーチ高木浜特設会場
内容　ステージショー、ゲーム、模擬店、ビンゴ大

会、大花火大会（21時～）など
 h四季遊園マキノ交流促進協議会
 f（28）8002

日時　8月6日（土）17時～21時（予定）
場所　アイリッシュパーク周辺特設会場
内容　市民グループ発表､各種模擬店
 h2011たかしま夏まつり実行委員会
 （高島支所内）
　　f（36）1121

日時　8月14日（日）
場所　朽木保健センター前
内容　現在、企画委員で検討中
　　　8月号でお知らせします。
 h朽木・群・ひとネットワーク
　　（朽木支所内）
　　f（38）2331

あどがわ夏まつり

しんあさひ子ども七夕まつり

“やっさ！今津！！”２０１１
近江今津ふるさと夏まつり

第29回朽木鯖街道ふる里まつり

☆たかしま市民まつりは、9月3日（土）に今津総合運動公園で開催予定です。詳しくは8月号でお知らせします。

お知らせ情報

ニ
ホ
ン
ザ
ル
生
息
調
査

　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

1

申出者および委託者
申出者：社団法人　中央調査社
委託者：独立行政法人　労働政策研究・研修機構

利用目的 女性の働き方と家庭生活に関する調査
閲 覧 日 平成22年10月21日

閲覧範囲 今津町松陽台一丁目、二丁目の昭和40年11月１日
から昭和55年10月31日までに生まれた女性

2

申出者および委託者
申出者：株式会社ビデオリサーチ　関西支社
委託者：ＮＨＫ大津放送局
委託者：びわ湖放送株式会社

利用目的 2010年滋賀地区テレビ視聴率調査
閲 覧 日 平成22年11月2日

閲覧範囲 安曇川町南古賀、新旭町太田、マキノ町野口、小荒
路の平成７年10月1日以降に生まれた男女

3

申出者および委託者
申出者：株式会社ビデオリサーチ　
委託者：日本たばこ産業株式会社

利用目的 2011年全国たばこ喫煙者率調査
閲 覧 日 平成23年2月9日

閲覧範囲 今津町今津の大正10年5月1日から平成３年4月30
日までに生まれた男女

4

申出者および委託者 申出者：安曇川沿岸土地改良区

利用目的 土地改良事業に伴う3条資格者の確認

閲 覧 日 平成23年3月10日、3月11日、3月14日

閲覧範囲

安曇川町下古賀、上古賀、長尾、中野、南古賀、田中、
中央、末広、三尾里、西万木、五番領、常磐木、青柳、
新旭町新庄、安井川、北畑、藁園、饗庭、熊野本、旭、
針江の昭和61年3月3日までに生まれた男女

5

申出者および委託者 申出者：鴨川流域土地改良区
利用目的 土地改良事業に伴う3条資格者の確認
閲 覧 日 平成23年3月28日

閲覧範囲

鴨、宮野、永田、音羽、勝野、拝戸、高島、武曽横山、
安曇川町青柳、上小川、下小川、横江、北船木、南
船木、川島、四津川、横江浜、田中、中央、西万木、
三尾里の昭和61年12月31日までに生まれた男女

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況

個人または法人による閲覧状況

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
農
林
業
・
生
活

被
害
の
問
題
解
決
に
向
け
、
市
内
に
お

け
る
生
息
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

受
託
者
の
調
査
員
が
各
集
落
を
巡
回
し
、

農
作
業
中
の
方
々
に
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
▼
実
施
期
間　

10
月
ま
で

▼
実
施
場
所　

　
　

今
津
の
一
部
、
朽
木
・
安
曇
川
・

　
　

高
島
・
新
旭
の
全
域

　
　
（
国
道
３
０
３
号
よ
り
南
側
）

▼
実
施
者　

滋
賀
県
自
然
環
境
保
全
課

▼
受
託
者

　
　
（
株
）野
生
動
物
保
護
管
理
事
務
所

　

h
滋
賀
県
自
然
環
境
保
全
課

 

f
０
７
７（
５
２
８
）３
４
８
３

　
　
（
株
）野
生
動
物
保
護
管
理
事
務
所

　
　

 

f
０
７
８（
９
８
４
）２
５
２
０

　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
閲
覧
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
機
関
が
法
令
で
定
め
る
事
務
を
行
う
場
合
や
、
統
計
・

世
論
調
査
等
で
営
利
目
的
以
外
の
公
益
性
の
高
い
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

h
市
民
課　
f（
２
５
）８
０
１
８
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「交通ルール守ってね」園児ら交通安全呼びかけ

　５月22日（日）に草津市民体育館
で開催された全日本卓球選手権大会滋
賀県予選会で、今津暁卓球スポーツ少
年団員が好成績を収められました。　
　この結果により、7月22日（金）
から24日（日）まで兵庫県のグリー
ンアリーナ神戸で行われる全日本卓球
選手権大会への選手の出場が決定しま
した。

　５月８日（日）に県立武道館で開催された滋賀県
少年少女空手道選手権大会で、新旭空手道スポーツ

少年団員が好成績
を収められました。
この結果により、８
月６日（土）から７
日（日）まで東京武
道館で行われる第
11回全日本少年少
女空手道選手権大
会への出場が決定
しました。

県大会で大活躍！　全国大会出場決める！

○小学4年以下女子の部
　　準優勝　釆野　真菜美
　　　　　　（今津北小４年） ○１年生女子形

　　　準優勝　　中田　光優（朽木東小）
○４年生男子組手
　　　優　勝　　蜜口　太一（新旭北小）
○５年生男子組手　
　　　準優勝　　桒原　　潤（新旭北小）
○６年生男子形
　　　優　勝　　野田　一成（新旭北小）

　５月11日（水）から20日（金）まで開催
された春の全国交通安全運動期間にあわせ、
市内では各機関・団体により交通安全啓発が
行われました。

　運動期間開始直前の５月９日（月）には、
高島警察署の正面玄関で“セーフティーたか
しま”交通安全推進協議会が、「春の全国交
通安全運動出発式」を開催しました。出発式
では愛隣保育園の園児が「犬のおまわりさん」
の合唱や交通安全宣言などを行い、その後、
市内のスーパーで交通安全の徹底を呼びかけ
ました。
　また、５月20日（金）には、市・高島警察署・
湖西自動車教習所の主催で、交通指導員やシ
ルバー指導員、高齢者を対象とした交通安全
研修会を開催しました。この研修会では、実
際に教習所内のコースにおいて、内輪差や飛
び出し人形による衝突実験、ＡＢＳ（アンチ
ロック・ブレーキング・システム）効果の実
験を行い、その特性について学習などを行い
ました。

（交通対策課）

（敬称略）

（敬称略）

春の全国交通安全運動

■新旭空手道スポーツ少年団■今津暁卓球スポーツ少年団

（市民スポーツ課）

　私が市政を担当させていた
だいてから２年が経過し、今
年度はその折り返しの年にあ
たります。
　この２年間に、各種会合や
催しに伺ったり、市役所やま
ちづくり懇談会などで多くの
方とお会いしたりする中で、
市民の皆さまの思っておられ
ること、感じておられること、
ご意見やご提案を、直にお聴
きし、市政運営に取り組んで
まいりました。
　今後も市民の皆さまにご理
解いただきながら「みえる　
きける　わかる」市政を執り
行ってまいりたいと考えてい
ます。
　そこで、今年度も、市政に
対する市民の皆さまの声を直

接お聴きし、ひざをつき合わ
せ、いろんな疑問にお答えす
る「ごめんやす市長です！ま
ちづくり懇談会」を行わせて
いただきます。
　地域や各種団体、概ね10
人以上のグループの会合など
にお邪魔いたします。
　懇談会を希望される団体が

ございましたら、各地域の支
所・新旭振興室または秘書課
（f25-8000）までご連絡
ください。
　一緒になって住みよい、暮
らしやすい、元気な高島市を
目指して取り組んでいきま
しょう。

ぜひ、お聴かせください、
　　皆さまのお声を。市長の手帳

　５月22日（日）、マキノ土に学ぶ里研修セン
ターでマキノ球技大会が開催されました。
　朝から降り始めた雨で男子ソフトボールが
ビーチバレーに種目変更となりましたが、男子
８チーム・女子14チームが対戦し、熱戦を繰
り広げられました。　　　　　（マキノ公民館）

　元今津町議会議員の故　澤井清さんの生
前の地方自治振興の功績に対し、国から勲
章（旭日単光章）が授与されることになり、
５月17日（火）に滋賀県高島環境・総合
事務所長からご家族に伝達されました。

（行政課）

故  澤井清さんに勲章　
地方自治の振興に尽力マキノ球技大会

○男子ビーチボールの部
　　優　勝　西浜チーム　
　　準優勝　海津３区Ａチーム
○女子ビーチボールの部
　　優　勝　海津１区頑張ろうチーム
　　準優勝　新保チーム

　澤井清さんは、今津町議会議員を平
成３年４月から平成16年12月まで
の13年９か月務められ、地方自治の
発展にご尽力されました。

雨雲をふきとばす熱戦

西浜チーム 海津１区頑張ろうチーム
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⑨放課後の子どもたち
　

毎
週
月
曜
日
の
学
校
が
始
ま

る
前
に
野
球
部
員
た
ち
が
、
学

校
周
辺
で
ご
み
拾
い
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
拾
っ
て
く
る
ご

み
の
中
に
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

以
外
に
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
小
さ

い
ガ
ス
ボ
ン
ベ
ま
で
あ
り
ま

す
。
車
か
ら
田
ん
ぼ
に
投
げ
捨

て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ご
み
を

拾
い
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
な

ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ご
み
が
あ

る
の
だ
ろ
う
、
な
ぜ
ご
み
が
毎
回
あ

る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
社
会
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
大
人
に
な
っ

て
も
忘
れ
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
は
、
青
少
年
教
育
の
大

き
な
柱
で
も
あ
り
ま
す
。　

　議　案
・高島市教科用図書選定委員会委
員の委嘱および任命について

・高島市教科用図書選定委員会調
査研究員の任命について

・高島市教科用図書の選定に関す
る調査審議の諮問について

・高島市図書館協議会委員の任命
について

第5回定例会報告
５月23日開催

　

教
育
委
員
会
委
員
長
の
大
役
を
３

月
31
日
に
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

高
島
高
校
に
勤
務
し
て
以
来
、
長

年
に
わ
た
り
自
分
を
育
て
て
い
た
だ

い
た
心
の
故
郷
と
も
言
え
る
高
島
の

地
で
、
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

責
任
の
重
さ
も
実
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
年
度
の
高
島
市
教
育
行
政
基
本

方
針
に
は
、「
志
の
教
育
」
と
し
て

重
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本

方
針
に
沿
っ
て
各
教
育
現
場
で
具
体

的
な
教
育
実
践
が
な
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
指

導
す
る
側
と
指
導
さ
れ

る
側
と
の
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、

そ
の
関
係
の
も
と
で
、
地
道
な
日
ご

ろ
の
活
動
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
地
道
な
日
ご
ろ
の
実

践
こ
そ
教
育
で
は
も
っ
と
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
指
導
者

の
創
意
・
工
夫
、
情
熱
・
熱
意
が
加

わ
れ
ば
最
高
だ
と
長
年
感
じ
て
き
ま

し
た
。
教
育
現
場
の
日
ご
ろ
の
地
道

な
実
践
に
少
し
で
も
応
援
で
き
れ
ば

幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
関
係
の
皆

様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
学
校
訪
問

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
学
校
と
市
立

幼
稚
園
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

８
小
学
校
と
３
中
学
校
、
１
幼
稚
園
を
訪
問

し
ま
す
。

【
訪
問
の
目
的
】

○
学
年
始
め
に
届
け
ら
れ
た
教
育
課
程
に
基

づ
く
活
動
が
、
実
施
さ
れ
て
い
る
か
確
認

し
ま
す
。

○
必
要
に
応
じ
て
、
指
導
や
助
言
な
ど
を
行

い
ま
す
。

【
訪
問
の
時
期
】

　

７
月
〜
11
月
頃

　

特
に
今
年
度
は
、
訪
問
時
間
を
午
後
か
ら

と
し
、
教
職
員
と
懇
談
す
る
時
間
を
で
き
る

だ
け
取
っ
て
、
学
校
で
の
教
育
活
動
が
よ
り

充
実
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

西
村
勝
晴
委
員
長

 清水安三育英資金
　　 貸与申請の受付
　経済的理由により、大学などで
学ぶことが困難な方に対して、平
成24年度から貸与する申請の受
付をします。
[対象者]
大学や、就学年限2年以上の専修
学校に修学しようとする方。(本
人または保護者が市内に居住)

[貸付額]
　月額3万円または
　月額5万円を限度        
[申請受付期間]       
 　7月1日（金）～7月15日（金）

詳しくは、お問い合わせください。
　h学校教育課　f(32)4473

七
夕
さ
ん　

と
ど
け
や
願
い　

笹
ゆ
れ
る

居
な
が
ら
に　

秘
湯
め
ぐ
り
の　

粉
パ
ッ
パ

優
し
人　

突
然
倒
れ　

日
々
辛
し

民
主
党　

政
権
ま
る
で　

カ
メ
レ
オ
ン

忘
れ
ず
に　

飲
ん
で
る
ク
ス
リ　

き
い
て
る
の

値
引
き
札　

貼
る
の
を
待
ち
て　

押
し
車

被
災
地
の　

野
菜
を
買
っ
て　

応
援
し

暗
や
み
も　

慣
れ
れ
ば
少
し　

見
え
て
く
る

朝
寝
坊　

妻
の
足あ
し
げ蹴
で　

飛
び
起
き
る

高
校
生　

ペ
ダ
ル
踏
み
し
め　

花
吹
雪

サ
ク
ラ
震ふ

る　

お
初
ゆ
か
り
の　

大
溝
城
址し

年
金
で　

テ
レ
ビ
買
う
あ
て　

秋
に
延
び

母
の
日
に　

届
い
た
花
が　

世
界
一

退
職
し　

新
人
生
に　

再
挑
戦

リ
モ
コ
ン
を　

自
由
に
操
作
す
る　

義は
は母
頼
も
し

お
そ
桜　

春
風
乗
っ
て　

水た
ん
ぼ田
花

五
月
晴　

田
ん
ぼ
は
田
植　

競
い
あ
い

お
茶
摘
む　

乙
女
に
優
し　

夏
の
風

竹
の
子
を　

お
先
に
御
免
と　

食
べ
る
猿

二
人
し
て　

ゆ
っ
く
り
登
山　

風
や
さ
し

新
緑
に　

高
貴
た
だ
よ
う　

藤
の
花

暑
く
と
も　

節
電
協
力　

ク
ー
ル
ビ
ズ

ど
ち
ら
取
る　

お
金
も
ほ
し
い
が　

健
康
を

市
営
バ
ス　

若
葉
車
窓
に　

鯖
街
道

藤
の
花　

今
が
さ
か
り
と　

咲
き
ま
し
た

菜
の
花
に　

群
れ
飛
ぶ
蝶
の　

春
う
ら
ら

宵
山
に　

袖
す
り
合
わ
す　

二
人
づ
れ

青
葉
こ
し　

つ
ば
め
飛
び
交
ふ　

軒
の
下

夜
の
空　

チ
カ
チ
カ
光
る　

蛍
か
な

今
日
も
又　

元
気
な
妻
に　

感
謝
し
て

被
災
地
に　

笑
み
も
ど
る
の
を　

祈
る
日
々

雰
囲
気
で　

つ
い
つ
い
食
べ
す
ぎ　

あ
あ
し
ん
ど

被
災
後　

何
か
が
狂
い
し　

日
の
本
よ

異
変
続ぞ
く　

想
定
外
で　

片
づ
け
る

つ
ば
く
ろ
の　

帰
る
家
な
き　

み
ち
の
く
に

被
災
者
が　

泣
け
ば
共
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ　

テ
レ
ビ
前

被
災
者
に　

く
ら
べ
ば
何
ぞ　

手
の
傷
み

原
発
で　

安
全
神
話　

崩
れ
去
り

原
発
の　

偽
り
の
な
い　

情
報
を

撮
る
人
も　

撮
ら
れ
る
人
も　

花
の
顔

蕗ふ
き

煮
れ
ば　

母
の
味
付　

思
う
初
夏

数
独
で　

頭
を
使
っ
て　

ぼ
け
な
い
用

選
ば
れ
て　

髭
を
生
や
し
て　

力
も
う
か

風
鈴
の　

佳よ

き
音
選
ぶ　

湖う
み

の
風

焼
き
跡
に　

活
き
よ
し
ア
シ
の　

針
江
浜

ぜ
い
た
く
は　

し
て
は
い
な
い
が　

ふ
と
り
す
ぎ

び
わ
の
湖う
み　

丸
く
浮
か
べ
り　

竹
生
島

断
捨
離
で　

部
屋
も
心
も　

ス
ッ
キ
リ
と

い
も
植
え
る　

木
の
上
で
猿　

見
て
ご
ざ
る

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

福
田　

一
枝
（
今
・
松
陽
台
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

山
本　

節
子
（
朽
・
雲
洞
谷
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

梅
村　

ヒ
デ
（
安
・
今
在
家
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

水
口　
　

順
（
マ
・
森
西
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

川
端　

昭
子
（
高
・
畑
）

頃
常　

芳
子
（
今
・
今
津
）

筒
井
多
惠
子
（
今
・
弘
川
）

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

高
松　

逸
子
（
マ
・
西
浜
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

森
本　

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

幾
田
登
志
子
（
安
・
南
船
木
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌 ホームページ
■９月号締切　７月25日（月）
■掲載料　10,000円/１枠

■９月掲載分締切　８月10日（水）
■掲載料　１か月10,000円

みてねっと！
「ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

有
料
広
告

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　７月29日（掲載は９月１日号です。）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（50作品まで）

広
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５月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。
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報21 2011・7・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみは　分べつをして　リサイクル」　地村　真穂（安曇川）紙ごみ減量標語応募作品 「出す前に　ゴミの分別　しませんか」　高木咲也香（安曇川）

扇
風
機
の
発
火

事
故

紙
ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

高島市ごみ減量フォーラム開催

取り組み事例発表

環境講演会

環境学習実施

　

扇
風
機
は
長
年
使
用
し
て
い
る
と
火
災
等
の
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
実
際
に
発
火
事
故
も
起
き
て

い
ま
す
。
今
ご
使
用
の
扇
風
機
で
、
次
の
点
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
危
険
信
号
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
羽
根
が
回
転
し
な
い

②
回
転
が
遅
か
っ
た
り
不
規
則
だ
っ
た
り
す
る

③
回
転
す
る
と
き
に
異
常
な
音
が
す
る

④
モ
ー
タ
ー
部
が
異
常
に
熱
い
、
コ
ゲ
く
さ
い

⑤
コ
ー
ド
が
折
れ
曲
が
っ
た
り
破
損
し
て
い
る

⑥
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
回
ら
な
い
が
、
た
た
く

と
回
り
出
す

　

ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

扇
風
機
を
う
ま
く
使
え
ば
節
電
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、使
用
前
に
は
異
常
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
扇
風
機
に
限
ら
ず
、
長
年
使
用
し
て
い
る
家

電
製
品
は
、
ど
ん
な
に
大
事
に
使
っ
て
い
て
も
徐
々
に

劣
化
は
進
み
ま
す
。
日
頃
か
ら
異
常
が
な
い
か
気
を
配

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

h
生
活
相
談
課　
　

A（
２
５
）８
１
２
５

　５月29日（日）、高島市民会館で『高島市ごみ減量フォーラム』を開催し、約
700人の方々にご参加いただきました。「めざそうよ！　紙ごみ減量　日本一」を
スローガンに、高島市ゴミ減量大作戦～紙ごみ減量プロジェクト～の取り組みがス
タートしました。皆さんのご協力をよろしくおねがいします。

○今津町松陽台区
区独自に紙回収業者と契約を行
い、各戸が分別した紙ゴミを販
売し、その収益を区費に充当し
活用している事例を紹介してい
ただきました。

　皆さんの区や自治会、学校や職場
にお邪魔して、環境学習を実施させ
ていただきます。環境学習は次の三
者で分担して行います。環境学習に
ついて詳しくは、環境政策課ごみ減
量推進室へお気軽にお問い合わせく
ださい。

★高島市シルバー人材センター
　　⇒区・自治会への環境学習
★高島市エコライフ推進協議会
　　⇒保育園・幼稚園・小学校
　　　・中学校・各種団体等
★環境政策課　ごみ減量推進室
　　⇒事業所

○今津北小学校
　地域・PTA・学校が協力し合い、
資源ごみ集団回収を実施。回収
した資源ごみを販売し、ＰＴＡ
活動等の事業費にあてている事
例を紹介していただきました。

『紙リサイクルの基礎知識』　
　　公益財団法人　古紙再生促進センター
　　　　　　　業務課長　広瀬　和彦　さん
　紙リサイクルの現状や分別の基礎的な知識な
どについてお話しいただきました。講演の中で
広瀬さんは「紙の利用と再生がバランスよく回
転するよう、再生したものを積極的に利用しま
しょう。」と参加者に呼びかけられました。

ごみ減量
大作戦

火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／0（5）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 78件 89件 ▲11件

死　　者　　数 4人 2人 2人

傷　　者　　数 101人 108人 ▲7人

発生場所
マキノ 9
今　津 14
朽　木 5
安曇川 21
高　島 12
新　旭 17

●発生状況（累計）

交通事故／3（11）
その他／4（8）

車 両 火 災／0（2）
その他火災／1（2）

交通事故／24（84）
急 病／138（636）

一般負傷／45（183）
その他／19（116）

火 災／0（4）
水難事故／0（3）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年5月末現在） 火災火災５月の 件数

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

放射線について知ろう
　大地震による原子力発電所の事故発生により、市民の皆さんの原子力に対する関心が高まっています。
そこで、今回は、目に見えない「放射線」について少し勉強してみましょう。

　放射線とはＸ線のような電磁波および電子など
の粒子の流れ（粒子線）をいい、放射線を出す能
力を「放射能」、「放射線」を出す物質を「放射性
物質」と呼んでいます。この関係を電灯にたとえ
ると、「放射線」は光、「放射能」は光を出す能力、「放
射性物質」は電灯ということになります。よく「放
射能を浴びる」とか「放射能漏れ」と見聞きしま
すが、正しくは「放射線を浴びる」「放射線漏れ」
です。また、「放射性物質」は放射能を持つ物質
の総称で、ウランやヨウ素、セシウムなど多くの
種類があります。

●電灯に例えると・・・

　放射線の種類には、アルファ線、ベータ線、ガ
ンマ線および中性子線の４種類があり、それぞれ
物質を突き抜ける能力が違います。放射線は物
によってさえぎることができます。アルファ線は
紙一枚、ベータ線はアルミなどの薄い金属板、ガ
ンマ線は鉛や厚い鉄の板、中性子線は水やコンク
リートなどで止めることができます。また、放
射線量は距離の
２乗に反比例す
るため、距離
が10倍になる
と放射線量は
１００分の１に
なります。

「放射能」と「放射線」の違い

　これは、人が放射線を受けた場合に、その影響をはかる「ものさし」
として使われているものです。ミリシーベルト(mSv)、マイクロシー
ベルト(µSv)という単位がよく使用されますが、１Sv＝1,000mSv＝
1,000,000µSvとなります。
　高島市の平常における放射線量は「１時間あたり約0.04µSv」で、
この数値は、県が毎月、今津地区、マキノ地区で計測し、ホームページ
で公開しています。

khttp://www.pref.shiga.jp/bousai/portal/weather/radiation.html

「シーベルト（Sv）」とは？

放射線とはどのようなもの

この事業は、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施しています。

▲放射性物質（電灯）

▲放射線（光）
・放射能（光を出す能力）
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●マキノ保健センター
●安曇川保健センター
●高島保健センター

●今津保健センター
●朽木保健センター
●新旭保健センター

… f（27）1128
… f（32）4413
… f（36）8008

… f（22）5101
… f（38）3111
… f（25）8110

連　絡　先
各種健診や食に関する相談、健康に関することなどお気軽にお電話ください。（平日8時30分～17時15分）

（朽木支所）

健康相談や乳幼児の健診などの日程は、「たかしま健康だより」か市のホームページをご覧ください !

59

北部地域包括支援センター　f(22)0193
北部健康福祉センター　　　f(22)5101

南部地域包括支援センター　f(32)2520
南部健康福祉センター　　　f(32)4413

マキノ
今　津
新　旭

朽　木
安曇川
高　島

健康、福祉、介護などの相談をお受けしています。

紙ごみ減量標語応募作品 「もったいない　うらも書けるよ　すてないで」　川越美麗愛（安曇川）紙ごみ減量標語応募作品 「分別は　きちんとやろう　大事だよ」　中西　未来（安曇川）

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
重
い
副

反
応
が
出
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
接
種
を
差

し
控
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

は
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
通
常
通
り
接
種
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
接
種
勧
奨
対
象
者
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
該
当
す
る
保
護

者
の
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
日
本
脳
炎
１
期
接
種

の
回
数
（
全
３
回
）

が
不
足
し
て
い
る
場

合
は
、
市
内
医
療
機

関
で
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

【今年度の接種勧奨対象者】
○３　歳：１期初回接種　○４　歳：１期追加接種
○小学３・４年生
　（平成13年4月2日～平成15年4月1日生まれ）
　　　　：１期接種の機会を逃がした場合、１期接
　　　　　種の残りの回数

※
平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
特
例
対
象

者
と
い
う
）
で
、
１
期
・
２
期
の

接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方
は
、

20
歳
未
満
の
間
に
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

特
例
対
象
者
の
う
ち
、
９
歳
以
上

の
方
で
、
１
期
接
種
を
す
で
に
受
け

た
方
は
、
希
望
す
れ
ば
２
期
の
接
種

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
対
象
者
は
接
種
費
用
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　

h
健
康
推
進
課

　
　

f（
２
５
）８
０
７
８

　市では、次の日程で「食育サポーター養
成講座」を開催します。食育活動を支えるサ
ポーターになっていただける方を募集してい
ます。

　【第１回】
　　「食品衛生・食の安全について」
　　「高島市ごみ減量大作戦」
　　　７月22日（金）　９時30分～12時
　　　安曇川ふれあいセンター

　【第２回】
　　「食育事業の進め方について」
   　　・親子を取り巻く現状と課題
　　　・食育とは
　　　・調理実習　
　　①８月１日（月）９時30分～12時30分
　　　安曇川ふれあいセンター
　　②８月11日（木）９時30分～12時30分
　　　高島保健センター
　　③９月３日（土）９時30分～12時30分
　　　今津保健センター
 　　（①から③までのいずれか１回）　

▼募集期間
　７月１日（金）～７月15日（金）
▼対　　象
　全日程に参加できる方で、講座修了後に市
や保育園・幼稚園等の食育活動にご協力いた
だける方　
　
　h・i健康推進課　f（25）8078

　高校２年生で、修学旅行や学校行事で海外へ行
くなど特段の事情がある場合、「麻しん風しん第
４期予防接種」の対象となります。該当する場合
は、最寄りの保健センターか健康推進課で予診票
を受け取り、医療機関で接種を受けてください。

「食育サポーター養成講座」
受   講   者   募   集 日本脳炎予防接種を

受けましょう

地域包括支援センターでは、介護相談、介護予防、高齢者の健康相談を行っています。

地域包括支援センターをご存知ですか？
―高齢者の介護・健康・福祉の窓口―

◆寝たきりなどへの不安はありませんか？
　～介護予防を支援します～

　・要支援と認定された方の支援をします。
　・高齢者の健康や福祉、医療や生活に関する相

談をお受けします。
　・いつまでも元気に生活するための介護予防活

動に取り組みます。
　・介護者の様々な介護についての相談をお聞き

し、一緒に考えていきます。

◆認知症を理解し認知症の方やその家族を支える
　取り組みに参加しませんか？
　・講座を希望する団体等に、研修を受けたキャ

ラバン・メイト（講師）を派遣し、認知症サ
ポーター養成講座（学習会）を行います。

◆財産の管理などへの不安はありませんか？
　～高齢者の権利を守ります～

　・高齢者の権利と財産を守るために、権利擁護
や成年後見制度のお手伝いをします。

ま
ん
べ
ん
な
く

食
べ
よ
う
！

低
栄
養
予
防
の
た
め
に

　

年
と
と
も
に
食
事
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
に
、

い
つ
も
ご
は
ん
と
漬
物
、
豆
腐
や
納
豆
だ
け
で
済
ま

せ
て
い
ま
せ
ん
か
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
も
大
切
で

す
が
、老
化
を
遅
ら
せ
る
生
活
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
ん
な
食
品
を
食
べ
る
こ
と
は
、
寝
た
き
り
予
防

に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
や
大

豆
製
品
ば
か
り
食
べ
る
よ
り
、
い
ろ
ん
な
食
品
を
ま

ん
べ
ん
な
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

低栄養予防のメニュー「さやいんげんと麩
ふ

の卵とじ」
【材料／２人分】
　卵　　　　　　２個
　さやいんげん　４０ｇ
　麩　　　　　　２０ｇ
　人参　　　　　１０ｇ

   《Ａ》
　だし汁　　2/3カップ
　砂糖　　　大さじ１
　しょうゆ　小さじ１
　塩　　　　少量

【作り方】
①さやいんげんはすじを除いて２cmの長さに切る。麩は水
　に浸して十分に戻し水けをしぼる。人参は千切りにする。
②鍋に①とＡの調味料を入れ中火にかけて３分ほど煮る。
③卵をときほぐしてまわし入れ、煮立ってから30秒ほど
　煮て火を消し、ふたをして10秒から20秒蒸らす。

　h高島保健センター　f（36）8008

10の食品群をまんべんなく食べて、バランスの良
い食生活を送りましょう。
　肉・・・・・・・・１日70ｇ　
　魚・・・・・・・・１日１切れ
　油脂・・・・・・・油を使った料理を１品
　卵・・・・・・・・１日１個
　海藻・・・・・・・１日１品
　牛乳・乳製品・・・１日１本
　大豆製品・・・・・豆腐なら１日1/3丁
　緑黄色野菜・・・・生でなく調理して沢山とりましょう
　いも・・・・・・・１日１品
　果物・・・・・・・１日１種

　▼時 間　11時～15時
　▼内 容　認知症の方への接し方や介
　　　　　　　護について
　▼参 加 費　昼食代（1,000円）
　▼申込方法　開催日前日までに各地域包
　　　　　　　括支援センターまで

【新旭会場】
　開催日　７月10日（日）
　場　所　新旭保健センター
　講　師　渡辺哲弘認知症専門指導師

【今津会場】
　開催日　７月22日（金）
　場　所　Cafe Cozy（カフェコージー）
　講　師　渡辺哲弘認知症専門指導師

家族介護教室へ
お越しください！
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引
き
続
き
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

体力テスト紹介Part ４
～自分の体力年齢に興味をもちましょう～“運動しよう”

紙ごみ減量標語応募作品 「みんなにも　そっと一言　紙分けて」　小島　千広（安曇川）紙ごみ減量標語応募作品 「あっ !!　ちょっと待った　そのゴミはよみがえる」　和田　歩実（安曇川）

公立高島総合病院からのお知らせ

新
病
院
建
設
工
事

　

多
く
の
地
域
で
出
前
講
座
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
へ
看

護
師
長
が
お
伺
い
し
、
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
健
康

情
報
等
を
お
話
し
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・「
感
染
症
と
そ
の
予
防
」

・「
女
性
が
元
気
に
な
る
イ
キ
イ
キ
講
座
」

・「
食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も
〝
自
分
編
〞」

・「
食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も
〝
介
護
者
編
〞」

・「
す
っ
て
ん
こ
ろ
り
ん 

骨
折
注
意
」

・「
い
ざ
と
い
う
時
、
役
立
つ
応
急
処
置
」

・「
笑
い
よ
し
！　

涙
よ
し
！　

歌
よ
し
！

　

３
方
よ
し
で
人
生
前
向
き
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」

・「
健
康
づ
く
り
〝
コ
ア
ト
レ
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
〞」

・「
う
ち
の
子
、
ど
こ
か
へ
ん
だ
よ

の
び
太
・
ジ
ャ
イ
ア
イ
ン
症
候
群
」

・「
い
ち
病
息
災
」「
高
血
圧
と
上
手
に
付
き
合
う
方
法
」

・「
あ
な
た
を
狙
う
こ
わ
い
生
活
習
慣
病　

大
丈
夫
？

　

あ
な
た
の
生
活
習
慣
」

▼
時　

間　

１
時
間
〜
１
時
間
30
分
程
度

　

★
対
象
者
、
人
数
な
ど
に
よ
り
講
座
内
容
は
工
夫
し
ま
す
。

　

h
・
i　

公
立
高
島
総
合
病
院　

地
域
連
携
室　

山
川

　
　

A（
３
６
）０
２
２
０（
代
）

〜
本
体
工
事
の
進
捗
状
況
〜

お
し
な
が
き

看
護
師
長
の
健
康
出
前
講
座

　２階部分の工事が始まり、工事現場
の外からも目に見える形で建物ができ
てきました。
　地上に見えてくる工事が進むにつ
れ、大きな建物ができることを改めて
実感させられます。 現

在
建
設
中
の
新
病
院
の
状
況
を
写
真
で
報
告
し
ま
す
。

　免震装置の設置を含
めた基礎工事には長い
工事期間が必要となり
ましたが、地上部分の
工事が始まると、日に
日に姿が変わっていく
のがよくわかります。
　今後は、およそ１か
月ごとに１階のペース
で立ち上がっていく予
定です。

★病院のホームページでも新病院の建設状況等ご覧いただけます。

　左の写真は新病院の免
震ピットの様子です。新
病院の構造上大きな特徴
である免震装置が建物を
支える基礎と建物の間に
設置されている様子がよ
くわかります。

4月頃　２階部分建設中

▼

６月上旬　
３階部分建設中

▼

免震装置

立ち幅跳び（20歳～ 64歳） ６分間歩行（65歳～ 79歳）

　新体力テストの紹介も最終回となりました。年齢区分20歳から64歳までの「立ち幅跳び」と、65歳から
79歳までの「６分間歩行」です。挑戦してみましょう。

h市民スポーツ課　f（32）4459

６分間歩行（65歳～ 79歳）

十分な準備運動の後、スタートラインに立
ちます。直線路を用いる場合は、50ｍの
折り返し点を設け、常にラインが左手にな
るように歩きます。

両肘を軽く伸ばし、できるだけよい歩行姿
勢を保ち、普段歩く速さで６分間歩きます。

スタートの合図で歩行を開始します。

測定者は、被測定者が走ることがないよう、
またいつも片方の足が地面についた状態を
保って歩くように指示をします。

スタートから１分毎にその経過時間を伝え
ます。

６分目に終了の合図をします。

終了時の位置を確認し記録とします。記録
は５ｍ単位とし、５ｍ未満は切り捨てます。

１

４

７

２

５

３

６

立ち幅跳び（20歳～ 64歳）

両足を軽く開いて、つま先が踏み切り線の
前端しにそろうように立ちます。

両足で同時に踏み切って前方へ跳びます。

体が砂場（マット）に触れた位置のうち最
も踏み切り線に近い位置と、踏み切る前の
両足の中央の位置（踏み切り線の前端）と
を結ぶ直線の距離を計測します。

記録はセンチメートル単位とし、センチ
メートル未満は切り捨てます。

１

２
３

４

６分間歩行 （m）

年齢 65-69 70-74 75-79
男 623.1 590.2 554.9

女 573.6 545.3 508.9

立ち幅跳び （cm）

年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64
男 228.8 222.2 218.0 213.0 207.8 203.5 195.8 187.5 176.8

女 166.5 163.8 162.5 162.8 158.4 153.6 146.1 137.8 128.6

▼全国平均値
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【表２】70歳未満の方の自己負担限度額
所 得 区 分 ３回までの限度額 ４回目以降の限度額※２

一 般 の 方 80,100円＋(医療費－267,000円)×1% 44,400円
上位所得者※1 150,000円＋(医療費－500,000円)×1% 83,400円
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
※１　基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯および未申告世帯
※２　過去12か月間に高額療養費の支給が３回以上あった場合の４回目以降
　　　なお、国民健康保険税を滞納されている世帯には【認定証】が交付できませんので、
　　　保険税は納期限までに納めましょう。

【表１】70歳以上75歳未満の方の自己負担限度額

所 得 区 分 負担割合 外来の限度額
（個人ごと）

入院時および世帯単位の自己負担限度額
（ 月  額 ）

一 般 の 方 １割 12,000円 44,400円

現役並み所得者 ３割 44,400円 80,100円＋(医療費－267,000円)×1%
（4回目以降は44,400円）

低所得Ⅱの方
１割 8,000円

24,600円

低所得Ⅰの方 15,000円
注）外来分は従来どおり高額療養費支給申請が必要です。

【表３】減額後の料金
所 得 区 分 入院時の食事代（1食当たり）

一般の方（住民税課税世帯） 260円

減額認定証該当の方（住民税非課税世帯）
70歳以上75歳未満では低所得Ⅱの方

入院期間が90日以内 210円
91日以上 160円

70歳以上75歳未満の方で低所得Ⅰの方
（住民税非課税世帯で年金受給額80万円以下
または老齢福祉年金受給者）

100円

【参考】保険料免除・若年者納付猶予・学生納付特例の違い

全額免除
一 部 納 付（一部免除）※

学生納付特例
若年者納付猶予４分の１

納　付 半額納付 ４分の３
納　付

老齢基礎年金を受
給するために必要
な受給資格期間に

入ります 入ります 入ります 入ります 入ります

老齢基礎年金を計
算する際には

８分の４
が反映します

８分の５
が反映します

８分の６
が反映します

８分の７
が反映します

反映
しません

※ただし、一部納付については納期限までに保険料が納付されていることが前提です。

高
齢
受
給
者
証
限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

更
新
時
期
で
す
！

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
「
高
齢
受
給

者
証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し

い
受
給
者
証
を
７
月
末
に
市
役
所
か
ら

郵
送
し
ま
す
。

★
高
齢
受
給
者
証
が
届
い
た
ら
・
・
・

　

新
し
い
受
給
者
証
の
記
載
事
項
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

古
い
受
給
者
証
は
、
お
近
く
の
支
所

ま
た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
お
返
し

く
だ
さ
い
。

《
高
齢
受
給
者
証
》

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月(

１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
75
歳

で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
交

付
を
受
け
る
ま
で
の
間
交
付
さ
れ
ま

す
。（
負
担
割
合
な
ど
は
表
１
参
照
）

《
限
度
額
適
用
認
定
証
》

　

70
歳
未
満
の
方
が
申
請
し
て
認

定
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
認
定
証

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
そ
れ
以
上
の

高
額
療
養
費
分
の
支
払
い
が
不
要

と
な
り
ま
す
。（
表
２
参
照
）

★
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

へ
は
、
更
新
に
関
す
る
ご
案
内
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
同
封
の
申
請
書
を
各
支

所
ま
た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」は
入
院
時
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
負
担
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。
現
在

お
持
ち
で
な
い
方
も
、
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
入
院
前
に
は
お
近
く
の

支
所
ま
た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

・
国
保
の
保
険
証

・
認
定
証
（
現
在
お
持
ち
の
方
）

・
印
鑑
（
認
印
）

・
過
去
12
か
月
で
90
日
以
上
入
院
さ
れ

　

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

【
限
度
額
適
用
認
定
証
】

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
】

【
高
齢
受
給
者
証
】

《
限
度
額
適
用
・

　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
》

　

70
歳
未
満
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
と
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
で
、
低
所
得
※
の
方
が
申
請
し
て

認
定
さ
れ
る
と
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
こ
の
認
定
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
入
院
時
の
自
己
負
担
限
度

額
と
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
・
３
参
照
）

※
所
得
に
よ
り
、「
低
所
得
Ⅰ
」
と

「
低
所
得
Ⅱ
」
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　
「
低
所
得
Ⅰ
」

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
全

て
の
世
帯
員
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下

　
「
低
所
得
Ⅱ
」

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯

日　　時　７月28日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　今津支所
申込方法　平日の８時30分から

17時までに、次の予
約専用電話でお申し
込みください。

　【電話】大津年金事務所

　　０７７－５２１－１４８９
　　※この電話では予約以外のご

用件はお受け出来ません。
　　※予約受付は、定員になり次

第、締め切りとなりますの
で、予めご了承ください。

一日年金相談所のご案内

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付する
ことが困難な場合には、申請により保険料の納付
が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「若年
者（30歳未満）納付猶予制度」があります。
　保険料の納付が難しいという理由で、未納のま
ま２年が過ぎてしまうと、年金の額にも年金の期
間計算にも含まれなくなってしまいます。
　保険料の免除や猶予を受けず保険料が納め忘れ
の状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態
が発生すると、障害基礎年金・遺族基礎年金が受
けられない場合があります。そうならないために
も、免除等の制度をご利用ください。

　▼申請受付　７月１日（金）から
　▼承認期間　平成23年７月～平成24年６月
　▼受付場所
　　高島市役所保険年金課、各支所窓口
　　大津年金事務所国民年金課

国民年金保険料の納付にお困りの方

保険料免除等の制度を
ご利用ください

■退職（失業）による特例免除制度
　厚生年金に加入していた方が退職（失業）され
ると、高島市役所保険年金課、各支所窓口、また
は大津年金事務所国民年金課で国民年金の加入手
続きを行い、月額15,020円（平成23年度の金
額）の保険料を納めることになります。ただし、
保険料を納めることが経済的に困難な方には、申
請によって保険料の納付を免除される制度があり
ます。
　特例免除制度は、退職（失業）した年度および
翌年度に限り、利用することができます。通常、
保険料が免除されるためには、申請者本人・配偶
者・世帯主の方が所得基準の範囲内である必要が
ありますが、特例免除では、審査の対象となる申
請者本人の所得を除外して審査を行います。
　特例免除を申請される場合は、雇用保険受給資
格者証や雇用保険被保険者離職票等の公的機関の
証明書の写しを添付して、提出してください。
　なお、学生の方で国民年金保険料を納付するこ
とが困難な場合は、学生納付特例制度をご利用く
ださい。

※申請は原則として毎年度必要で
す。ただし、平成23年７月に
申請する場合は、平成22年７
月から平成23年６月分までの
期間（前一年間分）についても
申請することができます。前一
年間分の免除等も申請される場
合は、申請書を２枚提出してく
ださい。
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募　集

　養護学校や小中学校の特別支援学級に通う児
童・生徒の皆さんに、夏休みを有意義に過ごし
ていただくため、「高島サマーホリデー」を開
催します。創作やプール遊びなど様々な活動を
通じて子どもたちとふれあいながら１日を楽し
く過ごします。この事業をお手伝いしてくださ
る指導員・ボランティアを募集しています。
　
【指導員】
　子どもたちとボランティアが良い関係を築け
ているかどうかなど１日の会場全体を見ていた
だく役割で、障がい児支援に携わったり、同種
の事業の経験がある方を対象としています。

【ボランティア】
　マンツーマンで参加児童・生徒と１日一緒に
過ごしていただける方であればどなたでも大歓
迎です。

▼開催会場と期間
《安曇川世代交流センター》
　７月21日（木）・22日（金）・25日（月）・
　　　26日（火）
《高島保健センター》
　７月28日（木）・29日（金）　
　８月１日（月）～５日（金）
《今津保健センター》
　８月８日（月）～11日（木）・18日（木）・ 
　　　19日（金）・22日（月）～24日（水）
▼時　　間　９時～16時

▼募集締切
　【指　導　員】７月４日（月）
　【ボランティア】７月８日（金）（一次締切）
　※ボランティアは、一次締切以後も随時募集
　　します。

　h障害福祉課　f（25）8516

　母なる湖
うみ

へそそぐ、命の水を生み出す高島市。
琵琶湖があり、平野があり、山があり、これら
がほどよく調和した美しい景観や自然の営みが
あります。これらの高島市にある多彩な地域資
源を活用し、地域を更に活力あるものとしてい
く事業計画を募集します。

▼目　　的
　「高島にあるさまざまな地域資源を活かした
事業」「事業を通じて地域に貢献する取り組み」
を掘り起こし、その立ち上げを支援します。
▼優秀プランへの支援
　グランプリに選ばれた事業計画は、事業立ち
上げに向けた準備に対し専門家派遣などのサ
ポートを受けることができます。また、事業化
において高島市地域産業創造事業補助金を受け
る場合、補助率が優遇されます。
▼募集部門
　新規創業部門、経営革新部門、チャレンジ
ショップ部門
▼対象事業
　各部門とも①、②両方に該当する事業
　①高島市の魅力や資源を活用し、高島市の活
　　性化に寄与する事業
　　※高島市外在住の方でも、市内で起業する
　　　方なら応募できます。
　②応募者自らが事業主体となり、経済的に自
　　立・継続可能な状態をめざす事業
▼応募方法
　詳細は、募集要項をご覧ください。募集要項
は市ホームページからダウンロードできるほ
か、商工振興課および高島市商工会に置いてい
ます。
▼応募締切
　８月31日（水）

　h・l商工振興課　f（25）8514

びわ湖源流の郷たかしま
ビジネスプランオーディション参加者募集

「高島サマーホリデー」
指導員・ボランティア募集！！

　危険物取扱者試験に備え、受験者を対象に準
備講習会を開催します。

▼日　　時　７月29日（金）
　　　　　　　9時～16時30分
▼場　　所　高島市消防本部
▼対 象 者　危険物取扱者試験受験者
▼受 講 料　3,000円
　　　　　　（テキスト代は別途必要）
▼受付期間　７月28日（木）まで
▼申込方法
　受講申込書を高島市防火保安協会事務局
（消防総務課内）に提出（ファックス可）
※受験申込書は市ホームページから入手でき
ます。

　h高島市防火保安協会事務局（消防総務課）
　　f（22）5401　g（22）5199

　滋賀県社会福祉協議会では、高齢者が新しい
知識と教養を身につけ、地域の担い手となるた
めの生涯学習の場として滋賀県レイカディア大
学を開設しています。今回、第34期生の募集
を行います。

▼修業期間　平成23年10月から
　　　　　　　平成25年９月までの２年間
▼場　　所　滋賀県レイカディア大学草津校
　　　　　　　（県立長寿社会福祉センター内）
　　　　　　滋賀県レイカディア大学米原校
　　　　　　　　　（県立文化産業交流会館内）
▼対 象 者　県内在住者で、平成23年10月１
　　　　　　日現在で60歳以上の方
▼授 業 料　年額50,000円
　　　　　　（教材費等は別途自己負担）
▼募集期間　７月15日（金）まで
▼申込方法
　入学願書に必要事項を記載の上、長寿介護
課または保健（健康福祉）センター（朽木地
域は朽木支所）に提出してください。

　h長寿介護課　f（25）8029

　投票への参加と明るくきれいな選挙の推進を
テーマにしたポスター・標語・四コマ漫画を募
集しています。

《ポスターの部》
▼応募資格
　市内の小学校・中学校・高等学校・特別支援
学校の児童または生徒
　※一人１点に限ります。
▼規　　格
　画用紙の四ツ切（542mm×382mm）、八
ツ切（382mm×271mm）、もしくはそれに
準じる大きさ。描画材料は自由。
▼応募方法
　作品の裏面右下に住所、学校名、学年、氏名
（ふりがな）を明記のうえへ提出してください。

《標語の部》　
▼応募資格　市内在住の方
　　※一人何点でも応募できます。
▼応募方法
　はがきに、標語、住所、氏名（ふりがな）、
年齢を明記のうえ提出してください。

《四コマ漫画の部》
▼応募資格　市内在住の方
　　※一人１点に限ります。
▼規　　格
　Ａ４サイズ（297mm×210mm）の大きさ。
カラー・白黒は問いません。
▼応募方法
　作品の裏面右下に住所、氏名（ふりがな）、
年齢を明記のうえ提出してください。

　▼応募期限　９月９日（金）
　▼提出先　選挙管理委員会事務局（市役所２階）
　▼賞　　　入賞作品には賞状と副賞があります。
　▼その他
　　・入賞作品は、お返ししません。
　　・作品は自作、未発表のものに限ります。
　　・入賞作品の版権は主催者側に属し、選挙
　　　啓発に利用します。
　　・入賞作品は、県の審査にも出展します。

　h・l選挙管理委員会事務局
　　f（25）8000

明るい選挙推進啓発ポスター・標語・
四コマ漫画の募集

危険物取扱者試験準備講習会

レイカディア大学第34期生の募集
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募　集

　子どもたち主体のキャンプを開催します。いろんな事にチャレ
ンジし、木々や水の大切さを実感しよう！
▼日　　時　８月７日（日）14時～８日（月）14時
▼場　　所　森林公園くつきの森
▼対 象 者　小学３～６年生
▼参 加 費　7,000円
▼募集期間　８月１日（月）まで（先着30人）
▼申込方法　ファックス・メール
　　　　　　イベント名、氏名、年齢、電話番号、住所をご記入
　　　　　　ください。

　h・i森林公園くつきの森　f（38）8099　g（38）8012
　　jasosatoyama@zb.ztv.ne.jp

＜市営住宅＞

▼募集期間
○定期募集の住宅
・７月１日（金）～14日（木）
※募集する住宅は、６月30日
　（木）に市役所、各支所の掲
　示板で公表します。
○随時募集の住宅
・随時、申し込みを受け付けて
います。

▼申込資格（全て該当）　
１．市内に居住、または勤務し
　　ている方（朽木地域は除く）
２．住宅に困っている方
３．同居する親族のいる方（た
　　だし、要件により単身でも
　　入居できる住宅あり）
４．入居予定者全員の合計の収
　　入月額が15万８千円以下
　　の方
５．税金の滞納がない方
６．その他、市の基準を満たす方

＜中堅所得者向け賃貸住宅＞

○随時募集の住宅　
・随時、申し込みを受け付けて
います。

▼申込資格（全て該当）
１．同居する親族のいる方
２．入居予定者全員の合計所得
が一定額以上の方（年齢に
よって必要金額が異なりま
す。）

３．税金の滞納がない方

※詳しくは、市のホームページ
をご覧になるかお問い合わせ
ください。

　h都市計画課
　　f（22）0904

　市内の歴史遺産（今年度は新旭地域）にスポットをあて、遺跡
の見学や専門家のお話を聞く歴史学習会「たかしま歴史楽」を開
催します。
　新旭地域には、針江浜遺跡や熊野本遺跡群、清水山城館跡など
魅力的な遺跡がたくさんあります。これらの遺跡を中心に地域の
歴史をわかりやすく学びます。

▼対　　象　市内在住の方（定員50人程度）
▼参 加 費　500円（資料代等を含む）（全5回分）
　　　　　　※現地見学では、別途徴収させていただく場合があります。
▼募集期間　７月11日（月）から
　　（定員になり次第締め切り。全講座に参加できる方を優先。）
▼受付方法　電話・ファックス

　h・i文化財課　f（32）4467　g（32）3568

日　　時 場　所 内　　　　容

第１回 ８月27日（土）10時 ～ 12時
新旭
公民館 地震（ちふるう）～湖底に眠る生活の証～

第２回
９月４日（日）
９時 ～ 12時
※雨天の場合9月
10（土）に順延

現地学習 熊野本弥生高地性集落と前方後方墳
～山に暮らした人・葬られた人～

第３回 10月１日（土）10時～12時
新旭
公民館

山につくられた寺院と城郭への変貌
～清水山城と高島郡の山寺をめぐって～

第４回 11月23日（水・祝）
９時～14時 現地学習

紅葉の清水山城を歩く
～高島と琵琶湖対岸の山城からあがる
　のろしを見る～

第５回 12月３日（土）10時～12時
新旭
公民館

戦国時代の人びとの暮らし
～清水山城と新庄城の出土品から～

市営住宅入居者募集

森の子キャンプ

歴史体験学習会「たかしま歴史楽
がく

」

　異文化理解を深めながら、気
軽に英会話を楽しめるサロンで
す。お気軽にご参加ください。

▼日時　７月９日（土）、
17日（日）、
23日（土）

　　①９時30分～10時30分
　　②10時45分～11時45分 

《初心者向けサロン》
▼日時　７月３日（日） 
　　①９時30分～10時30分
　　②10時45分～11時45分 

　▼場所　今津東コミュニティ
　　　　　センター
　▼参加費　一般　５００円
　　　　　　会員　２００円
　▼定員　毎回10人程度
　　　　　　　（先着順）
　▼申込方法　電話・ファックス
　　　　　　　・メール

　中国茶に詳しい国際協会会員
の青谷裕子さんを囲んでのお茶
会です。中国での体験談を交え
て、楽しいひと時を過ごしませ
んか。

▼日時　７月10日（日）
　　　　　14時～16時
▼場所　今津東コミュニティ
　　　　センター
▼定員　６人程度
▼申込方法　電話・ファックス
　　　　　　・メール

　在住外国人を対象とした日本
語で教える日本語教室を開講し
ます。教えたり、教えられたり
する中で、お互いの国のことを
理解しあえれば素敵ですね！
　在住外国人の方で、日本語が
難しいと嘆いている方が周りに
おられましたら、お声かけをお
願いします。
　受講者とあわせてボランティ
アで一緒に教えてくださる方も
募集します。

▼開講日　９月３日（土）から
　　　　　３月31日（土）ま
　　　　　での毎週土曜日
▼時　間　19時30分～21時
▼場　所　今津東コミュニティ
　　　　　センター

《受講者募集》
▼対　象　市内在住の外国人
▼参加費　一回２００円
　　　　（コーヒー代・資料代）

《ボランティア募集》
▼対　象
・日本語教育能力検定試験合格
者
・日本語教員養成期間終了者等
の有資格者
・日本語指導養成講座の受講経
験者
・初心者で日本語指導を学びた
い方

　▼申込締切　７月31日（日）
　▼申込方法　電話・ファックス
　　　　　　・メール

　愛媛県大洲市は、近江聖人中
江藤樹先生の勉学の地であり、
高島市とは友好交流市として交
流事業を行っています。この一
環として、「大洲友好市民」を
募集しますので、ぜひお申し込
みください。

▼特　　典
・大洲市物産品の提供
　（年２回　6,500円相当）
　１回目…いもたきセット
　２回目…みかんジュース、麺
　セット、菓子等詰合せなどか
　らお選びいただけます。
・大洲市内宿泊施設の15％割
　引（ただし旅行代理店を通し
　た場合は適用外）
・観光名所入場料の割引
・大洲市の情報の提供

▼年 会 費　5,000円
▼申込締切　７月29日（金）
▼申込方法　電話・ファックス・
　　　　　　メール
　お申し込み時には、住所・氏
　名・電話番号をお知らせくだ
　さい。

※すでに登録していただいてい
る方には、別に「継続加入の
お願い」をさせていただきま
す。

　h・i市民活動支援課
　　f（25）8526
　　g（25）8156
　　jshiminkatudo@city.
　　　　takashima.shiga.jp

　h・i高島市国際協会事務局
　　f（20）1180
　　g（20）1182
　　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

中江藤樹先生勉学の地
『大洲市』友好市民募集中！

英語国際交流サロン

文月ワークショップ
　中国茶でお茶会！

日本語教室

（大洲城）
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募　集

　インストラクターの指導によ
る水泳教室を行います。

▼日　　時
　７月…30日（土）
　８月…４日（木）・20日（土）・
　　　　27日（土）
　９月…１日（木）・24日（土）
   10月…１日（土）・６日（木）
　いずれも12時～13時15分
▼場　　所　
　高島Ｂ＆Ｇ海洋センター
▼対 象 者
　市内在住で身体障害者手帳を
お持ちの方
▼定　　員　10人程度
▼参 加 費　無料
▼申込締切　７月15日（金）
　　　　　　
　h・i地域生活支援センター
　　　　ほろん
　　f（22）4041

　８月５日（金）から７日（日）
まで安曇川ふれあいセンターで
開催する「平和のための美術展・
戦争展」への出展作品を募集し
ています。
▼作品内容
　絵画・書・写真・工芸・俳句・
短歌・戦時中の暮らしがわかる
品物など
▼出 品 料　無料
▼申込締切　７月22日（金）
▼申込方法　 各公民館等にあ
る所定の用紙で実行委員会まで
ご連絡ください。

《後援》
　高島市・高島市教育委員会 

　h平和のための美術展
　　　・戦争展実行委員会
　　f（28）0099

　マキノ町上開田区にある国の重要文化財を所有する称念寺薬師堂
を見学後、浦区に抜ける山の古道を歩き、峠にある仲仙寺へ向かい
ます。
　仲仙寺は、浦区の山上に約1,000年前に建てられたお寺で、国
の重要文化財に指定されている観音様が眠ります。
　地元の人が、守り伝えてきた伝統文化に触れながら仏とともに癒
しの時間を過ごしませんか？

▼日　　時　７月17日（日）　10時30分～16時
▼場　　所　マキノ町上開田区～浦区
▼対 象 者　18歳以上の方
▼参 加 費　1,800円（昼食、体験料、おみやげ、傷害保険代込）
▼募集期間　６月27日（月）～７月11日（月）17時まで
　　　　　　（先着20人）
▼申込方法　電話・ファックス・メール
　　　　　　住所、氏名、年齢、連絡先を高島森林体験学校までご
　　　　　　連絡ください。

　マキノ町野口区では昔懐かしい炭焼を復活しようと区民の手に
より炭窯を作られました。今回はその復活した炭窯から焼けた炭
を取り出し、新しい木を詰めていく炭焼初級編を体験していただ
きます。

▼日　　時　７月23日（土）10時～16時
▼場　　所　マキノ町野口（国境）
▼対 象 者　18歳以上の方
▼内　　容
　直径約3ｍある大きな炭窯の中に入り、焼けた炭を取り出しま
す。近くの山で新しく木を切り、窯の中につめこんでいきます。
　お昼は炭を使っておにぎりや季節の野菜などを焼いて頂きま
す。
▼参 加 費　一人2,800円
　　　　　　（昼食、体験料、おみやげ、傷害保険代込）
▼募集期間　６月27日（月）～７月15日（金）　17時まで
　　　　　　（先着20人）
▼申込方法　電話・ファックス・メール
　　　　　　住所、氏名、年齢、連絡先を高島森林体験学校まで
　　　　　　ご連絡ください。

※当日は窯の中に入り作業をしますので、汚れてもよい服でお越
しください。

　h・i高島森林体験学校　f/g（38）2527
　　jinfo@takashimanomori.com

身体障がい者水泳教室 山里の古寺を訪ねる癒しの旅

炭焼体験　～初級編～

平和のための美術展・
戦争展　作品募集

　網戸張替・樹木剪定の技能講
習会の受講者を募集していま
す。
▼日時・場所　
　①網戸張替
　　７月12日（火）
　　　13時30分～16時
　　　今津老人福祉センター
　②網戸張替
　　７月15日（金）
　　　９時30分～12時
　　　安曇川勤労青少年ホーム
　③樹木剪定
　　７月20日（水）
　　　９時～12時
　　　マキノ老人福祉センター
　④樹木剪定
　　７月29日（金）
　　　９時～12時
　　　市役所安曇川支所

▼対象者　市内在住で55歳以
　　　　　上の方
▼費　用　無料
▼定　員　各20人（先着順）

　h・i公益社団法人高島市
　　　　シルバー人材センター
　　f（36）8191

　暮らしの中でのちょっとした
困りごとをみんなの支えあいで
解決できるよう、「困っている
人」と「応援できる人」の結び
つけを行っています。応援に役
立つ知識を学びませんか？
　ご興味のある回だけでも受講
していただけます。

▼日時・内容
　７月９日（土）
　　10時～12時
　　　「子どもとの関わり方・

今どきの子育て」
　　13時30分～15時30分
　　　「高齢者の生活と特徴・

認知証サポーター養成」
　７月16日（土）
　　13時30分～15時30分
　　　「サポーターの心得」

▼場　所　安曇川公民館
▼定　員　20人
▼受講料　無料

※無料託児あり（要予約）
※講座修了後、ボランティア登
録をし、たすけあいの活動に
参加していただくことが可能
です。詳しくはお問い合わせ
ください。

　h・iNPO法人元気な仲間
　　　　たすけあい高島

　　f（20）1313
　　g（25）8370

　最近、何か気になる色はあり
ませんか？　それは今のあなた
に必要な色です。講師に、虹の
しずく色彩心理ティーチャーの
あわづゆきこさんを迎え、色の
持つ意味やメッセージを知っ
て、自分のココロと向き合う講
座です。ぜひご参加ください。

▼日　　時　７月31日(日)
　　13時30分～15時30分
▼場　　所　やまびこ館
▼対 象 者　市内に在住または
　　　　　　お勤めの方
▼定　　員　40人（申込順）
▼参 加 費　２００円
▼申込方法　ファックス
　住所（市内在勤の方は勤務先
も）・氏名・電話番号を明記し
てください。

　高島市女性の会連絡協議会
は、ともに活動してくださる方
を募集しています。

　h・i
　　高島市女性の会連絡協議会 
　　f（32）2768
　　g（32）4183

　▼日　　時　８月６日（土）・７日（日）・20日（土）・21日（日）
　　　　　　　　いずれも９時～12時
　▼場　　所　藤樹の里文化芸術会館
　▼内　　容　「いろいろな書体を作品にしよう」
　▼受 講 料　1,000円（実習材料費は別途自己負担）
　▼申込締切　７月24日（日）（先着順）
　▼申込方法　はがき・ファックス
　　　　　　　講座名、氏名、住所、年齢、電話番号、性別を
　　　　　　　ご記入ください。
　　　　　　　
　h高島市美術協会（保木さん）　f（34）0680
　i藤樹の里文化芸術会館　
　　f（32）2461　g（32）2460
　　〒520－1224　安曇川町上小川106

高島市美術協会公開講座（書道の部）

高年齢者対象『技能講習会』
受講者募集

困っている時はお互い様！
まかせてサポーター養成
講座

きらっと輝く女性のため
の講座
「気になる色はどんな色？」
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　今年も高島の夏の風物詩「西びわ湖ペーロン
大会」を開催します。
　平成３年に始まったペーロン大会も、今年で
記念すべき第20回大会を迎えました。
　湖上に響くドラの音と掛け声のもと、一斉に
進む勇壮なレースをぜひお楽しみください。

▼日　時　７月24日（日）
　　　　　　８時30分～15時30分
▼場　所　今津町南浜琵琶湖岸

　h西びわ湖ペーロン大会実行委員会
　　　観光振興課内　f（25）8040
　　　今津支所内　　f（22）2551

　福井県立待小学校教諭の岩堀美雪さんを講師に
迎え、パーソナルポートフォリオを用いた自己肯
定感を育む手法について講演会を行います。

▼日　時　７月30日（土）　13時30分～16時
▼場　所　滋賀県立男女共同参画センター
　　　　　　（近江八幡市）
▼定　員　１００人
▼参加費　５００円（資料代）
　　　　　※社会的ひきこもり家族会「とまとの
　　　　　　会」正会員は無料

　h滋賀県精神保健福祉センター
　　　（滋賀県ひきこもり支援センター）
　　f077（567）5058

第20回記念　西びわ湖ペーロン大会

ひきこもり講座「自己肯定感を育てよう」

　国・県・市が行う行政に関わる相談を行政相談
員がお受けし、問題解決に向け関係行政機関につ
なげます。
▼日　時　７月22日（金）　13時～16時
　　　　　　（受付時間：15時まで）
▼場　所　新旭公民館

　h生活相談課　f（25）8125

　借金問題について弁護士が相談をお受けし、問
題解決のための助言を行います。
▼日　　時　７月23日（土）　13時～17時
▼場　　所　今津東コミュニティセンター
▼相談時間　１時間以内
▼定　　員　４人（予約制・申込順）
　
　h生活相談課　f（25）8125

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に
関わる問題で悩んでいませんか？　ひとりで悩ま
ずに人権擁護委員にご相談ください。
▼日　時　７月13日（水）　
　　　　　　13時～16時
▼場　所　市役所本庁

　h人権施策課　f（25）8524

　消費者と事業者との契約に関することでお困り
のことや、消費生活に関してわからないことなど、
消費生活相談員がご相談をお受けします。
▼日　時　７月11日（月）
　　　　　　13時30分～16時30分
▼場　所　安曇川支所
　※予約は不要で、先着順です。
　※この日に限らず、平日は市役所本庁で消費生
活相談窓口を開設しています。

　h生活相談課　f（25）8125

　「家事は手伝ってもらえないし、仕事も忙しく
て辛いわ・・・。」夫婦・家族関係、心の悩み、
職場の人間関係など、ささいな悩みでも相談して
ください。専門の女性カウンセラーが、あなたに
あった解決策を一緒に考えます。
▼相談日、場所
　≪働く女性の家≫
　　７月９日（土）、13日（水）、20日（水）
　≪高島公民館≫
　　７月27日（水）
▼時　　間　13時30分～16時30分　
　　　　　　※相談時間は50分
▼対 象 者　市内に在住または在勤・在学の女性
▼申込方法　専用電話に電話してください。
　　　　　　専用電話：（22）4052
　　　　　　受付時間：９時～17時（火～土）
※予約制

　h市民活動支援課　f（25）8526

　「眠れない」「何もやる気がしない」「人と話す
のがわずらわしい」等の問題を抱えながら生活し
ている人は多いようです。
　このような問題は、早期に専門家へ相談するこ
とによりスムーズに解消したり、余裕をもって問
題に立ち向かえることができるようになります。
　思春期、更年期、老年期のこころの健康問題な
どは誰もが経験するものです。
　「病院に行くほどではないけれど、ちょっと相
談してみたい・・・」そんな方は、気軽にご相談
ください。
▼日　時　毎月第１金曜日　14時～17時
▼場　所　滋賀県高島保健所
　　　　　（必要に応じて、相談の家庭等への　
　　　　　　訪問も可能）
※予約制

　h滋賀県高島保健所　f（22）2419

多重債務者無料相談会

特設人権なんでも相談所

消費生活出張相談

女性のための悩み相談こころの健康相談

地区別行政相談所

びわ湖

高島警察署

ペーロン大会会場

湖周道路

Ｎ

ＪＲ
近江今津駅

会場駐車場

会場駐車場

川
天



文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

湖西地域の文化情報
観覧無料

ガリバーホール
～「ドン・パスクワーレ」ハイライト～7/10日

14時　開演
　本格的な演奏でわかりやすいオペラ・
ハイライト・コンサート。今回は、ドニ
ゼッティの名作喜歌劇、オペラ「ドン・
パスクワーレ」です。

オペラを身近に！

　hガリバーホール　f（36）0219

全席自由
一　般 ３，０００円

高校生以下

▼出　演
・ソプラノ　山本隆子
・バリトン　リッカルド・バラッティア
・バリトン　嶋本晃
・テノール　小林大作
・ピ ア ノ　アリアーノ・フレディアーニ

2,000円

３，5００円 ）（当  日

「清湖園　　谷龍夫絵画展」

「色とりどりの器展」
梅山　克

「すてきな着物でリメイク」

宮下昭子
～洋服、バッグ、花、ブローチ、うさぎ～

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414
※最終日　17時まで

　h今津ショッピングセンター　リプル
　　f（22）6500

鑑 賞 無 料火・休

10時～22時

ギャラリー Cafe Cozy

10時～22時
7/16土～31日

鑑 賞 無 料

9時30分～20時30分

ギャラリー Ｒ
リ プ ル

ＩＰＬ
7/1金～31日

7/1金～15金

高島市民会館 陸上自衛隊第３音楽隊演奏会

　h高島市民会館　f（22）1764

全席自由
14時　開演

　全国的にも有名な第３音楽隊による素
晴らしい演奏会をご鑑賞いただけます。
▼観覧方法
　入場整理券を発行します。入場整理券
がなくなり次第締め切りとなります。

観覧無料

●コーナー展示

山と湖の生活文化を伝える

マキノ資料館

マキノ町知内で7月に行われる祭を紹介

川裾祭の歴史

●常設展示

共催：「村の日記」研究会

朽木資料館

　h朽木資料館　f（38）2339
木地師関連資料と陣屋敷、朽木氏関係文書を展示
朽木の生活文化を伝える

●常設展示

関西フィルハーモニー管弦楽団
リラックスコンサート

　h高島市民会館　f（22）1764

１階 全席指定
２階 全席自由

14時30分　開演
　迫力満点！　本物のフルオーケストラ
の演奏を聴こう。今年は「チャイコフス
キー・交響曲第5番」を
メインに演奏します。

《主　催》
　高島市・高島市教育委員会
　しがぎん経済文化センター

《１階席》
一　　　般 ３，０００円
高校生以下 ２，０００円

《２階席》
一　　　般 ２，５００円
高校生以下 ２，０００円

（当日５００円増）

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

「舞台イベントを企画しているけど、想いが形にならない！」
「アトラクションの出演者、誰に頼んだらいいか分からない！」

　h高島市民会館　f（22）1764

　舞台に関するお悩みはありませんか？　高島市文化ホー
ルでは、舞台イベントに関する相談業務を始めます。専門
的な立場から、舞台の構成・演出やアトラクションの出演
者のご紹介など、舞台に関することなら、お気軽にご相談
ください！　皆さんのご利用、お待ちしています！

舞台構成やアトラクション出演者などの

ご相談にお答えします！

高島歴史民俗資料館

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553

　鴨稲荷山古墳と鴨遺跡・大溝城から出土した
考古資料を中心に展示

藤樹の里文化芸術会館 湖西芸能フェスティバル
2011

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

7/2土
10時30分　開演
（両日とも）

観覧無料

　湖西地域で活動されている皆さんによ
る公演です。舞踊や大正琴、民謡やカラ
オケなど、多彩な内容をお楽しみくださ
い。

・3日

全席自由

藤樹の里文化芸術会館
「ぼくってヒーロー？」7/9土

14時　開演
　毎年おなじみの劇団うりんこ公演。今
年は、スーパー泣き虫の少年が、最高の
ヒーローになる！ぜひ家族そろってみて
ほしい、元気と勇気がいっぱいの物語。

劇団うりんこ公演

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

全席自由
一　　般１，０００円
高校生以下 　   500円
（当日200円増）

★託児サービスあり（７月２日までに事前申込）

8/27土

9/18日

９時～16時30分

【コーナー展示】

7/20水～

入 場 無 料月・火・祝日
  　  休 　hマキノ資料館　f（27）1484

●コーナー展示

埴
はにわ

輪福笑いにチャレンジ

９時～16時30分

【コーナー展示】

7/1金～31日

入 場 無 料月・火・祝日
  　  休

入 場 無 料月・火・祝日
  　  休

高島市民会館

「弘友会書展」書道クラブ
田谷貞夫ほか

「愛瓢会作品展」
　松本　清ほか

　h今津町今津1589-1
　　　f080（6182）1516

ギャラリー 散歩路
み ち

鑑 賞 無 料火・休

10時～17時30分

7/4月～18月
7/24日
～8/10水

鑑 賞 無 料 　h安曇川町田中426　f（32）0150
13時30分～

「ミニ口演会～日本の能・狂言に魅せられて～」
ヒーブル・オンジェ（チェコ）

ギャラリー 藤乃井
7/25月

９時～16時30分

【コーナー展示】

7/1金～31日

●コーナー展示
北方探検家　馬場正通と近藤重蔵

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示

かせたに
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「チェコ人から見た、魅力ある日本の伝統芸能」
をテーマにお話いただきます。

高
島
か
ら
自
殺
を
な
く
す
た
め
に

高
島
か
ら
自
殺
を
な
く
す
た
め
に

自
殺
と
精
神
疾
患

ここ
健　康

ろ
の

h
健
康
推
進
課　

f（
２
５
）８
０
７
８　
　

障
害
福
祉
課　

f（
２
５
）８
５
１
６

１
．
15
歳
か
ら
35
歳
ま
で
に
発
症
す

る
場
合
が
多
く
、
男
女
と
も
に

１
０
０
人
に
１
人
か
ら
２
人
が
な

る
病
気
で
あ
り
、
決
し
て
特
別
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
． 

病
気
そ
の
も
の
が
遺
伝
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
は
脳
の

神
経
伝
達
物
質
の
乱
れ
が
原
因
の

１
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
10
日
に
内
閣
府
か
ら
、
昨
年
の
自
殺
者
数
が
13
年
連
続
で
３
万
人

を
超
え
た
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
自
殺
の
原
因
・
動
機
と
し
て
健
康
問

題
が
最
も
多
く
、
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

統
合
失
調
症
や
う
つ
病
等
の
方
が
十
分
な
治
療
を
受
け
ず
に
自
殺
に
至

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
精
神
疾
患
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
が
広
が
る
こ

と
に
よ
り
、
早
期
回
復
や
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
「
統
合
失
調
症
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
症　

状
】

　

症
状
の
現
れ
方
は
様
々
で
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。

　
　

　

治
療
の
基
本
は
薬
物
療
法
で
、
と
く

に
陽
性
症
状
が
活
発
に
現
れ
て
い
る
と

き
は
、
積
極
的
に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
陰
性
症
状
が
現
れ
て
く
る
と
「
や

る
気
が
出
な
い
の
は
、
薬
の
せ
い
で
は

な
い
か
」
等
と
思
い
、
服
薬
を
や
め

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

す
る
と
再
び
陽
性
症
状
が
活
発
に
な
る

（
こ
れ
を
再
発
や
再
燃
と
い
い
ま
す
）

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
服
薬
を
や
め
て
２

年
以
内
に
80
％
が
再
発
す
る
、
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
と
併
せ
て
、
病
気
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
学

習
会
に
参
加
す
る
と
再
発
に
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
不
眠
、
不
安
、
が

ん
ば
り
す
ぎ
、孤
独
の
４
つ
に
注
意
し
、

焦
ら
ず
に
治
療
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

統
合
失
調
症
は
誰
の
せ
い
で
も
あ
り

ま
せ
ん
し
、
不
治
の
病
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
陽
性
症
状
が
活
発
な
と
き
の
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
家
族
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
再
び
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
何
が
必
要
か
、
家
族
も
病
気

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
家

族
自
身
の
仕
事
や
楽
し
み
、
生
き
が
い

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
本
人
の

た
め
に
」
と
一
生
懸
命
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
家
族
が
社
会
か
ら
孤
立
し
、
悩

み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
家
族
自
身
が
心
身
と
も
に
健
康

で
あ
る
こ
と
も
、
病
気
の
回
復
に
必
要

で
す
。

統
合
失
調
症
と
は

　
「
い
つ
も
誰
か
が
耳
元
で
話
し
か
け
て

く
る
」「
誰
か
に
見
張
ら
れ
て
い
る
」
な

ど
の
思
い
が
あ
り
、　

そ
れ
に
何
と
か
対

応
し
よ
う
と
大
声
を
出
す
な
ど
、
非
常

に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。

　

幻
聴
や
幻
視
、
被
害
妄
想
や
誇
大

妄
想
、
思
考
や
会
話
の
混
乱
、
興
奮

な
ど

　

極
度
の
眠
気
や
体
の
だ
る
さ
、
興

味
関
心
の
薄
れ
、
根
気
や
集
中
力
の

低
下
、
会
話
が
続
か
な
い
な
ど

陰
性
症
状

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果
た
し
、
と
て

も
疲
れ
て
い
ま
す
。
陽
性
症
状
が
お
さ

ま
っ
た
と
は
い
え
不
安
定
な
時
期
で
も

あ
る
の
で
、十
分
な
休
息
が
必
要
で
す
。

　

陽
性
症
状

３
． 
治
療
の
基
本
は
薬
物
療
法
で
す
。

薬
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
症

状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ま
す
。

４
． 

統
合
失
調
症
の
診
断
を
受
け
た
か

ら
と
い
っ
て
社
会
生
活
が
送
れ
な

い
、
一
生
入
院
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
人
ら
し
く
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

妄
想
や
幻
覚
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
を
示
す
、
精
神
疾
患
の
一
つ
で

す
。

回
復
に
向
か
っ
て

家
族
の
方
へ

陽
性
症
状
が
落
ち
着

い
た
後
に
現
れ
ま
す

（

）

発
症
後
や
再
発
時
の

急
性
期
に
現
れ
ま
す

（

）



BOOK INFORMATION
そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

7 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

今 津 図 書 館
f(22)3827 話 休 話 休 話 休 話 休 話

安曇川図書館
f(32)4711 話 休 休 話 休 話 休 小映

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 話 休 休 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 話 休 休 休 休 話 話 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 話 休 休 休 休

小映は子ども映画会。 話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

今津図書館

図書館利用者のオススメ
の一冊を、本の感想とあ
わせてご紹介します。

オススメの一冊私
の

７月
◆かけはし「朗読会」
【日時】８日（金）14時～15時

◆エントランス展示
　「手芸スイーツ展」

◆かみしばい会
【日時】18日（月）10時30分～11時30分　

【期間】16日（土）～８月31日（水）
「昆虫標本展」
【期間】１日（金）～15日（金）

「習字作品展」
【期間】24日（日）～31日（日）

『花　四季の詩想　新装版』

『ふなずしの謎　新装版』

『偉大なる、しゅららぼん』

永田和宏／著（白水社）

饗庭孝男／著（幻戯書房）

　琵琶湖畔を舞台にかかれた
小説で身近に感じる作品で
す。映画でご存じ「鴨川ホル
モー」「プリンセス・トヨト
ミ」の作者です。子どもから
大人まで楽しめる万城目ワー
ルドを味わってみてくださ
い。

　珍味として知られる、地元
特産品の「ふなずし」。どこ
からやってきたのか？強烈な
においの原因は？などいくつ
もの「謎」に迫ります。ふな
ずしを愛する方はご一読を。

　人生の折々を彩り豊かにし
てくれた花々に託して少年時
の回想、旅の思い出、異国で
の暮らしetc・・が綴られて
います。
　著者は新旭町出身です。

　細胞生物学の権威であると
同時に歌壇の第一人者である
著者の初エッセイ。亡き妻で
歌人の河野裕子さんの作品も
掲載されています。
　著者は新旭町出身です。

滋賀の食事文化研究会／編（サンライズ）

万城目　学／著（集英社）

『もうすぐ夏至だ』

　私たちの郷土には、先人たちの残して
くれた多くの歴史遺産があり、各村や寺
院で保存されていた古文書からは、江戸
時代の人々の生活を知ることが出来ま
す。西与一左衛門の尽力によって築かれ
た海津の石垣、山中から大浦への新道開
拓を巡る争論、敦賀～塩津間の運河開発
中止願などなど、人々は常に力を合せ、
時には対立しながら生活をしてきまし
た。これらについて学習してきたことを、
冊子集としてまとめたのが本書です。郷
土の歴史は、いくら学んでも尽きること
がありません。

 （マキノ町　小馬一起さん）

マキノ古文書クラブ／編著・発行

『古文書の語る海津湊の歴史』
滋賀の食事文化研究会／編（サンライズ）

万城目　学／著（集英社）

饗庭孝男／著（幻戯書房）
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平成23年５月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
撰
えらみ

　　　美
み

　祐
ゆ
女 4月29日 高木浜

杉
す ぎ も と

本 匠
しょうえい

栄 男 5月17日 蛭 口

  今　　　津
古
ふ る か わ

川 愛
せ 　 ら

桜 女 3月31日 弘 川

橋
は し も と

本　孝
こうたろう

太郎 男 4月18日 弘 川

高
た か ぎ

木 璃
り 　 お

桜 女 4月25日 弘 川

髙
た か だ

田 咲
さ き と

飛 男 4月30日 弘 川

松
ま つ み

見 誠
せ い や

也 男 5月 9日 弘 川

池
い け う ち

内 憲
け ん し ん

心 男 5月14日 今 津

  新　　　旭
瀨
せ と が わ

戸川　　　司
つかさ

男 4月27日 北 畑

お誕生おめでとう！（出生）
氏　名 性別 生年月日 ところ

北
き た の

野 瑞
み ず き

姫 女 5月 2日 熊野本

桂
か つ ら だ

田 叡
え い と

杜 男 5月11日 北 畑

釘
く ぎ み や

宮 太
た い よ う

陽 男 5月11日 太 田

三
み つ や

矢 怜
れ い な

奈 女 5月12日 熊野本

中
な か は ら

原 千
ち と せ

歳 女 5月12日 安井川

伊
い 　 ば

庭 新
あ ら た

太 男 5月13日 深 溝

岡
お か だ

田 陽
ひ よ り

和 女 5月17日 旭

瀧
た き も と

本 翔
し ょ う ま

真 男 5月18日 藁 園

  安　曇　川
梅
う め む ら

村 隼
は や と

斗 男 4月27日 四津川

小
お が わ

川 莉
り 　 の

乃 女 4月30日 西万木

田
た な か

中 陽
よ う す け

介 男 5月 2日 中 野

氏　名 性別 生年月日 ところ

前
ま え が わ

川 瑠
りゅうせい

誠 男 5月 2日 常磐木

中
な か む ら

村 柚
ゆ ず き

希 女 5月 4日 常磐木

圖
ず 　 し

司 岳
た か ひ ろ

宥 男 5月 4日 青 柳

川
か わ ご え

越 壮
そ う ま

真 男 5月17日 下小川

志
し む ら

村 彩
あ や か

花 女 5月19日 田 中

加
か

茂
も

大
ひ ろ と

翔 男 5月22日 中 央

川
か わ は ら

𠩤 大
そ 　 ら

空 男 5月22日 中 央

多
た

　胡
ご

　颯
そうたろう

汰朗 男 5月22日 西万木

  高　　　島
石
い し だ

田 龍
り 　 お

桜 男 5月 7日 城山台

松
ま つ も と

本 明
あ か り

莉 女 5月16日 鴨川平

野
の 　 だ

田 昊
こ う き

希 男 5月24日 勝 野

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
井
い か わ

川 ミ サ 女 96 大 沼

岡
お か も と

本 文
あ や こ

子 女 90 沢

沢
さ わ だ

田 捨
す て お

男 男 86 浦

田
た

野
の

マ サ 江
え

女 75 高木浜

寺
て ら い

井 治
じ し ゅ

守 男 76 蛭 口

  今　　　津
有
あ り た

田 昭
あ き こ

子 女 76 今 津

石
い し づ

津 武
た け お

男 男 81 上弘部

河
か わ は ら

𠩤 ユ リ 女 87 今 津

杉
す ぎ は し

橋 俊
と し あ き

秋 男 77 弘 川

中
な か が わ

河 と み 女 99 天増川

登
のぼり

　　　宗
そうのすけ

之助 男 87 下弘部

橋
は し も と

本 章
しょうぞう

三 男 78 弘 川

栁
やなぎもり

森　ユキエ 女 66 舟 橋

  新　　　旭

人

平成23年5月6日から平成23年6月5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,584人（ -43）
- - - - - - - - - - - - - 53,541人

氏　名 性別 年齢 ところ

石
い し づ か

塚 英
ひ で あ き

昭 男 76 旭

上
う え だ

田 定
さ だ じ

治 男 81 熊野本

鵜
う か わ

川 浩
ひ ろ や す

康 男 76 太 田

桒
く わ は ら

原 照
て る お

男 男 83 新 庄

西
に し む ら

村 正
ま さ え

榮 女 81 藁 園

八
は っ た

田 芳
よ し え

江 女 60 旭

森
も り た

田　トミ子
こ

女 76 針 江

  安　曇　川
赤
あ か い

井 ク ラ 女 100 田 中

梅
う め む ら

村 ヒ デ 女 84 四津川

兼
か ね だ

田 忠
た だ し

司 男 53 田 中

北
き た や ま

山 義
よ し み つ

滿 男 75 田 中

島
し ま も と

本 芳
よ し あ き

秋 男 80 上古賀

髙
た か ぎ

木 サ ダ 女 95 田 中

田
た な か

中 き よ 女 78 下古賀

中
な か に し

西　己
み よ じ

代治 男 81 横 江

氏　名 性別 年齢 ところ

濵
は ま の

野 　 冨
とみ

女 81 南船木

前
ま え か わ

川 梅
う め こ

子 女 91 青 柳

前
ま え か わ

川 志
し

を 女 98 三尾里

横
よ こ い

井 荘
しょうさく

作 男 70 田 中

  高　　　島
石
い し だ

田 春
は る こ

子 女 86 勝 野

納
おさめもと

本 健
け ん ぞ う

藏 男 86 勝 野

八
は っ た

田　富
ふ き こ

貴子 女 90 高 島

林
はやし

　 孝
た か し げ

繁 男 70 勝 野

馬
ば ん ば

塲 綾
あ や の

野 女 86 音 羽

山
や ま だ

田 菊
き く え

枝 女 87 鵜 川

山
や ま も と

本 ム メ 女 92 黒 谷

万
ゆ る ぎ

木 チ ヨ 女 94 武曽横山

  朽　　　木
中
な か む ら

村 茂
し げ お

生 男 71 柏

山
や ま も と

本 一
か ず こ

子 女 69 小 川

たかしま
　  の
人の動き

項　目 期　別 納期限
固 定 資 産 税　 第2期

8月1日
国民健康保険税（普通徴収） 第4期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第4期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第1期

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ７月 ■納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。
■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

- - - 54,030人（-489）
- - - - - - - - - - - - - 26,066人
- - - - - - - - - - - - - 27,475人
- - - - - - - - - - - - - 19,807世帯

窓口だより

《お詫び》6月号に古川愛桜ちゃんと橋本孝太郎くんの掲載ができておりませんでした。今号に掲載いたしますとともに心からお詫びいたします。
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No.138

編集者のつぶやき
　 表紙は、マキノ西小で開催された、元
全日本バレーボール選手江藤直美さんに
よる特別授業のようすです。遊びを取り
入れた練習を楽しみながら取り組む子ど
もたち。はじける笑顔に元気をもらいま
した。
　今回の特集は、子育てについて。市で
行っている支援サービスを紹介していま
すので、ご活用ください。私は現在初め
ての子育てに奮闘中です。楽しみながら
子育てできるとよいですね。（広報担当S）
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国
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す
る

全
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巡
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曇
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安
曇
川
町
田
中
出
土
の
馬
具

　

発
掘
調
査
は
、
日
本
各
地
で
毎
年
約

１
万
件
近
く
行
わ
れ
、
日
々
新
た
な
発

見
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
特
に
注
目
さ
れ
た
最
新
の
発
掘
資
料

が
、
文
化
庁
主
催
に
よ
る
速
報
展
「
発

掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１
１
」
に
集

め
ら
れ
、
６
月
か
ら
の
江
戸
東
京
博
物

館
を
皮
切
り
に
来
年
２
月
ま
で
、
全
国

５
か
所
の
博
物
館
を
巡
回
し
展
示
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
高
島
市
安
曇
川
町
田
中

に
所
在
す
る
田
中
36
号
墳
か
ら
出
土
し

た
馬
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

田
中
36
号
墳
は
、
安
曇
川
地
域
西

部
に
広
が
る
泰た
い
さ
ん
じ
の

山
寺
野
台
地
の
東
端

に
あ
る
田
中
古
墳
群
の
な
か
の
ひ
と

つ
で
す
。
近
く
に
は
、
直
径
約
58
ｍ

の
田
中
王
塚
古
墳
（
継
体
天
皇
の
父

「
彦ひ
こ
う
し
お
う

主
人
王
」
陵
墓
参
考
地
）
も
あ
り

ま
す
。
田
中
36
号
墳
は
平
成
19
年
に
発

掘
が
行
わ
れ
、
九
州
地
方
の
横
穴
式

石
室
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
埋
葬
施
設

が
見
つ
か
り
、
九
州
地
域
と
の
関
連
性

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
「
広

報
た
か
し
ま
№
56
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
の
「
日
本
列
島
展

２
０
１
１
」
に
展
示
さ
れ
る
田
中
36
号

墳
出
土
の
馬
具
に
つ
い
て
、
詳
し
く
紹

介
し
ま
す
。

　

展
示
さ
れ
る
馬
具
は
、
人
が
馬
を
操

る
た
め
に
装
着
さ
せ
る
道
具
で
、
４
世

紀
頃
に
朝
鮮
半
島
か
ら
馬
と
共
に
伝

わ
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
軍
事
や
行
事

な
ど
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

も
の
と
し
て
、
６
世
紀
に
な
る
と
大
き

な
権
力
を
も
つ
首
長
や
有
力
者
は
、
そ

の
権
威
付
け
と
し
て
多
く
の
馬
と
、
よ

り
優
美
な
馬
具
を
所
有
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

田
中
36
号
墳
の
馬
具
は
、
鐘
か
ね
が
た
か
が
み
い
た

形
鏡
板

轡く
つ
わと
呼
ば
れ
、
馬
の
口
に
取
り
付
け
る

轡
の
な
か
で
特
に
装
飾
が
豊
か
な
も
の

で
す
。
薄
い
鉄
板
に
銅
板
を
張
り
、
金

メ
ッ
キ
を
施
す
技
法
で
造
ら
れ
、
金
色

に
輝
く
乗
馬
用
の
金
具
で
す
。
実
物
は

サ
ビ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に

金
箔
が
残
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
金こ
ん
ど
う
せ
い

銅
製
の
馬
具
は
、
畿
内
の

大
和
政
権
の
も
と
で
製
造
さ
れ
、
地
方

の
有
力
者
に
配
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鏡
板
は
他
に
類
例

の
な
い
珍
し
い
形
の
も
の
で
す
が
、
こ

の
馬
具
を
所
有
し
た
人
物
は
、
畿
内
の

大
和
政
権
や
九
州
地
域
と
の
か
か
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
、
高
島
・
安
曇
川
地
域

の
首
長
と
し
て
巧
み
な
乗
馬
で
兵
士
を

統
率
し
、
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（

文
化
財
課
）

田中36号墳出土の馬具

全
国
を
巡
回
す
る

安
曇
川
町
田
中
出
土
の
馬
具

『発掘された日本列島展
2011』は、以下の会場を
巡回します。 
・6月11日～7月31日
　　江戸東京博物館
・8月9日～9月11日
　　新潟市歴史博物館
・9月23日～10月30日
　　静岡市立登呂博物館
・11月15日～12月18日
　　九州歴史資料館
・平成24年1月2日～2月14日
　　高知県立歴史民俗資料館


